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人 

物 
高
村
秀

平(

6 5)
 

二

ノ
宮
自

動
車

教

習
所
の

学
生 

遠
野
水

樹(

2 8)
 

二

ノ
宮
自

動
車

教

習
所
の

教
官 

高
村
涼

子(
6 3)

 

高

村
の
妻 

吉
村
美

子(

4 8)
 

涼

子
の
知

人 

吉
村
大

樹(

1 8)
 

美

子
の
息

子 

桐
島
学(

3 5)
 

水
樹

の
同
僚 

高
村
翼(

享

年

6)
 

高
村
の

息
子

（

遺
影
） 

遠
野
雅

弘(

5 6)
 

水

樹
の
父

（
声

の

み
） 

遠
野
葵(

5 3)
 

水
樹

の
母
（

声
の

み

） 

西
田
隆

司(

4 0)
 

西

田
総
合

病
院

の

医
院
長 

西
田
総

合
病

院

の
看
護

師 

外
車
デ

ィ
ー

ラ

ー
の
店

員 

居
酒
屋

に
い

る

若
者
達 

居
酒
屋

の
店

員 
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あ
ら
す

じ 

 
高

村

秀

平(

6 5

)

と

高

村

涼

子(

6 3

)

夫

婦

は

二

人

で
旅
行

に
行

く

の
が
趣

味
。

し

か
し
、

涼
子

が

肺
の

手
術
を

し
、

電

車
で
の

旅
行

が

困
難
に

な
る

。

高
村

は
秘
か

に
自

動

車
教
習

所
に

通

い
始
め

る
。 

 

高
村

は
、
初
め

て
の
講

習
で

、「

運
転
が

怖
く

な

い
」

と
口
走

っ
て

し

ま
い
、

教
習

所

の
教
官

で
あ

る

遠
野

水

樹(

2 8)

か

ら

不

信

感

を

抱

か

れ

る

。

そ

れ

以

来

、

高
村
は

水
樹

か

ら
厳
し

く
指

導

さ
れ
る

。
高

村

は
必

死
で
勉

強
に

励

み
、
順

調
に

仮

免
許
の

取
得

に

ま
で

至
る
。

路
上

講

習
が
始

ま
る

と

恐
怖
心

か
ら

運

転
が

出
来
な

く
な

っ

て
し
ま

う
。 

更
に
、

高
村

が

教
習
所

に
通

っ

て
い
る

こ
と

を

耳

に
し
た

涼
子

は
、「
翼

の
こ

と
を

忘

れ
た
の

か

」
と

激

高
す
る

。
二

人
の

子
供
、
高
村

翼(

享
年

6)

は
不

慮

の
交
通

事
故

で

他
界
し

、
そ

れ

以
来
二

人
は

、

車
と

は
無
縁

の
生

活

を
送
っ

て
来

た

の
だ
っ

た
。 

高
村
は

、

免

許

取
得
を

断
念

す

る
。 

心
配
し

て

家

を

訪
ね
て

来
た

水

樹
。
高

村
は
、

34

年
前
、

車
が

好

き
だ
っ

た
翼

の

為
に
、

涼
子

が

免
許
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を
取
ろ

う
と

し

て
い
た

事
を

話

す
。 

水
樹
は

、

高

村

の
購
入

し
た

新

車
で
の

最
後

の

ド

ラ
イ
ブ

を
提

案

す
る
。

高
村

は

水
樹
の

指
導

の

下
、

路
上
で

の
運

転

に
成
功

す
る

。 

水
樹
は

、

子

供

の
頃
に

父
の

荒

い
運
転

で

怪

我

を

し
た
ト

ラ
ウ

マ

か
ら
、

人
の

運

転
す
る

車
に

乗

れ
な

か
っ
た

こ
と

、

そ
し
て

そ
れ

を

高
村
の

車
に

乗

る
こ

と
で
克

服
で

き

た
こ
と

を
話

す

。 

水
樹
は

高
村

に
、
「
運
転

を
怖

い

と
思
え

る

人

は
、

グ
ッ
ド 

ド

ラ

イ
バ
ー

に
な

れ

る
」
と

力
づ

け

る
。 

高
村
は

、

無

事

に
免
許

を
取

得

す
る
。

涼
子

の

退

院
の
日

、
高

村

は
車
で

迎
え

に

行
く
。 

高
村
は

、
涼

子

が
趣
味

で
あ

る

旅
行
を

諦

め

る

こ

と
を
、
翼
は

望
ん

で
い
な

い
の

で

は
な
い

か
と

話

す
。

高
村
と

涼
子

は

、
翼
の

事
を

想

い
涙
す

る
。 

高
村
と

涼
子

は

、
翼
の

遺
影

を

乗
せ
て

ド
ラ

イ

ブ

に
出
か

け
る

。

翼
の
事

故
を

乗

り
越
え

ら
れ

た

か
ど

う
か
は

分
か

ら

な
い
。

し
か

し

、

二
人

は
た

だ

そ
の

日
の
ド

ラ
イ

ブ

を
楽
し

む
の

だ

っ
た
。
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〇
西
田

総
合

病

院
・
外

観 

 
 

 
近
代

的

な
大
き

な
病

院
。
「
西
田

総
合

病

院
」

の
看
板

。
見

事

な
桜
が

咲
き

誇

っ
て
い

る
。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 

 
 

 

6

名
程

が

入
院
す

る
大

部

屋
。
窓
際

の
ベ

ッ

ド
。
高

村
涼

子(
6 3)

が
外
を

見
て

い

る
。
鼻

に
は
酸

素
吸

入

器
を
つ

け
て

い

る
。

桜

の
花

び
ら
が

舞
い

込

み
、
棚

に
置

い

て
あ
る

高
村

翼(

享

年

6)

の
写
真

の
前
に

落
ち

る
。
涼
子
、

そ
れ
を

見
て

微

笑
む
。

隣
の

ベ

ッ
ド

の

吉
村

美
子(

4 8)

も
、
そ
れ

を
見
て

微
笑

む
。
美
子

と
涼
子

、
視

線
が

合
い
、
互
い

に
会

釈

す
る

。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
診

察
室 

 
 

 

西
田

隆

司(

4 0)

と
高
村

秀
平(

6 5)

が
、
レ
ン

ト
ゲ
ン

写
真

を

見
て
い

る
。 

西
田
「

う
ん

、

問
題
な

い
で

し

ょ
う
。

手
術

の

経
過

は
良
好

で
す

」 

 
 

 

高
村

、

笑
顔
に

な
り

頭

を
下
げ

る
。 
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高
村
「

先
生

、

あ
り
が

と
う

ご

ざ
い
ま

す
！

」 
西
田
「

一
ヶ

月
程

入
院
し

て
様

子

を
見
ま

し
ょ

う

か
」 

 
 

 
西
田

、

高
村

に

向
き

直

る
。 

西
田
「

手
術

前

に
も
お

話
し

た

通
り
、

退
院

し

て
か

ら
も
酸

素

ボ

ン

ベ
を
、

常
に

携

帯
し
て

い
た

だ

く

こ
と
に

な
り

ま

す
」 

高
村
「

は
い

、

あ
の
、

先
生

」 

西
田
「

は
い

」 

高
村
「

旅
行

な

ん
か
は…

行

っ

て
も
大

丈
夫

な

ん
で

し
ょ
う

か
」 

西
田
「

あ
ぁ

大

丈
夫
で

す
よ

。

ち
ょ
っ

と
息

が

苦
し

い
か
も

し
れ

ま

せ
ん
が

休
憩

し

な
が
ら

で
し

た

ら
」 

高
村
「…

電

車

で

の
移
動

は
ど

う

な
ん
で

し
ょ

う

か
」 

西
田
「

う
ー

ん

、
体
力

も
落

ち

て
い
ま

す
し

酸

素
ボ

ン
ベ
も

持
ち

歩

き
ま
す

か
ら

ね…

」 

 
 

 

高
村

、

俯
い
て

目
を

漂

わ
せ
る

。 

西
田
「

た
だ

、

万
が
一

他
の

臓

器
に
転

移
し

て

、
再

手
術
と

言
う

こ

と
も
あ

り
ま

す

か
ら
。

ご

旅

行

な

ど
は
今

の
う

ち

に
行
か

れ
た

方

が
い
い

か
も

し

れ

ま
せ
ん

ね
」 
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高
村

、

黙
っ
て

俯
く

。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 
高
村
が

病
室

に

入
っ
て

来
る

。

涼
子
、

顔
を

上
げ
る

。
高

村
、
ベ
ッ
ド

脇
の

椅

子
に

座

る
。 

涼
子
「

先
生

、

な
ん
だ

っ
て

？

」 

高
村
「

う
ん

一
ヶ

月
ぐ
ら

い
で

退

院
出
来

る
そ

う

だ
」 

 
 

 

涼
子

、

笑
顔

に

な
る

。 

涼
子
「

や
っ

た

ー
！
じ

ゃ
あ

、

夏
に
は

旅
行

行

け
る 

 

か
な

。
さ

す

が
に
ま

だ
、

無

理
か
な

？
」 

 
 

 

高
村

、

言
い
に

く
そ

う

に
口
ご

も
る

。 

高
村
「

う
ん…

い
や
行

け
る

よ

。
け
ど

手
術

前

に
も

説
明
が

あ
っ

た

が
、

酸

素
ボ

ン

ベ
を
持

ち

歩

く

こ

と
に
な

る

か

ら

な
ぁ
」 

 
 

 

涼
子

、
笑

顔
が
消

え
、
無
言

で
何
度

も

頷

く

。 

涼
子
「

あ
ぁ

、

う
ん
う

ん
。

体

も
し
ん

ど
い

し

ね
」 

 
 

 

高
村

、

何
か
言

お
う

と

す
る
が

、
そ

れ

を
遮

る
よ
う

に
、
先
に

涼
子
が

笑
顔

に

な
り

話

す
。 

涼
子
「

い
い

わ

ど
こ
に

も
行

か

な
く
て

も
。

生

き
て

る
だ
け

で

ラ

ッ

キ
ー
だ

も
ん

ね

」 
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涼
子

、

再
び
窓

の
外

の

桜
を
眺

め
る

。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
和
室

（
夜

） 

 
 

 

古
い

一

軒
家
。

高
村

、

仏
壇
の

前
に

座

る
。

翼
の
写

真
と

、
古

い
赤
い

ミ
ニ

カ

ー
。
高

村
、

り
ん
を

鳴
ら

し

、
手
を

合
わ

せ

る
。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
居
間

（
夜

） 

 
 

 

和
室

の

隣
の
部

屋
。

高

村
、
座

椅
子

に

座
り

テ
レ
ビ

を
点

け

、
次
々

と
チ

ャ

ン
ネ
ル

を
変

え
る
。

バ
ラ

エ

テ
ィ
や

ド
ラ

マ

。
高
村

、
テ

レ
ビ
を

消
そ

う

と
す
る

が
、

手

が
止

ま

る
。 

自
動
車

教
習

所

のC
M

を
や
っ

て

い
る
。 

テ
レ
ビ

の
声

「

あ
な
た

も
免

許

を
取
り

ま
せ

ん

か
？ 

早
い
、

安
い

、

丁
寧
。

安
心

指

導
が
自

慢

で

す

」 

 
 

 

高
村

、
画

面

を
じ

っ
と

見

つ
め
る

。C
M

が

終

わ
る
。

高
村

、

振
り
返

り
、

仏

壇
の

中

の
ミ

ニ
カ
ー

を
見

つ

め
る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

外

観 
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5 

 

 
 

 

「
二

ノ

宮
自
動

車
教

習

所
」
の

看
板

。

校
内

コ
ー
ス

を
教

習

車
が
走

っ
て

い

る
様
子

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

教

室 

 
 

 

数
十

人

の
学
生

が
聴

講

す
る
中

、
遠

野

水
樹

(

2 8)

が
教

科
書

を
持

ち
、
講
義

を
し

て

い
る
。 

水
樹
「

自
動

車

の
運
転

と
は

、

認
知
・

判
断

・

操
作

の
繰
り

返
し

に

よ
っ
て

成
り

立

っ
て
い

ま
す

」 

 
 

 

こ
そ

こ

そ
と
、

私
語

を

し
て
い

る
学

生

達
。 

水
樹
「

外
か

ら

の
情
報

を
的

確

に
捉
え

、
運

転

操
作

に
反
映

す
る

総

合
的
な

判
断

力

が
必
要

に
な

り

ま

す
。
そ

こ
、

私

語
す
る

な
ら

出

て
行
き

な
さ

い

」 

学
生
「

あ
、

す

み
ま
せ

ん
」 

水
樹
「

あ
な

た

方
は
よ

そ
見

運

転
を
し

て
も

、

そ
ん

な
風
に

謝
っ

て

済
ま
せ

る
つ

も

り
で
す

か
？

」 

 
 

 

水
樹

、
厳

し
い
表

情
で

教

室
全
体

を
見

回

す
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス
前 

 
 

 

教
官

達

が
教
習

車
の

ナ

ン
バ
ー

の
入

っ

た
紙

を
持
っ

て
立

っ

て
い
る

。
生

徒

と
合
流

し
た
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教
官
か

ら
、

教

習
車
に

乗
り

込

ん
で
い

く
。

水
樹
と

桐
島

学(

3 5)

も
立
っ

て
い

る

。 

桐
島
「

遠
野
、
生

徒
か
ら

評
判

悪

い
よ
～

怖
い

っ

て
」 

水
樹
「

最
近

の

子
は
車

の
怖

さ

が
分
か

っ
て

な

い
ん 

で
す
。
そ
れ

を
教

え
る
事

の
何

が

悪
い
ん

で
す

か
」 

桐
島
「

そ
れ

は

確
か
に

大
事

だ

け
ど
さ

。
運

転

の
楽 

し
さ
を

教
え

る

の
も
、

俺
ら

の

仕
事
で

し
ょ

？

」 

 
 

 

水
樹

、

言
い
返

そ
う

と

す
る
が

、
桐

島

は
や

っ
て
来

た
女

子

生
徒
と

共
に

教

習
車

の

方
へ

行
っ
て

し
ま

う

。
水
樹

、
桐

島

を
睨

む

。 

高
村
が

、
き

ょ

ろ
き
ょ

ろ
し

な

が
ら

校

内
コ

ー
ス
へ

入
っ

て

来
る
。

水
樹

、

一
瞬
高

村
を

見
る
。
高
村

、
水

樹
の
持

つ
「

23

」
の

紙
を

見
て
、

恐
る

恐

る
水
樹

に
近

づ

い
て

来

る
。 

高
村
「

あ
の

ー

」 

水
樹
「

は
い

？

な
ん
で

し
ょ

う

か
？
」 

高
村
「

23

番
で

す

よ
ね
」 

 
 

 

高
村

、「

23

」
と
書
か

れ
た

紙

を
見
せ

る

。
水

樹
、
高

村
を

上

か
ら
下

ま
で

見

つ
め
る

。
高

村
の
顔

を
見

て

、
水
樹

、
首

を

か
し
げ

る
。 
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水
樹
「

生
徒

の

保
護
者

の
方

で

す
か
？

」 
高
村
「

い
え

、

あ
の
、

今
日

か

ら
お
世

話
に

な

り
ま 

す
。
高

村

で

す

。
よ
ろ

し
く

お

願
い
し

ま
す

！

」 

 
 

 

水
樹

、

目
を
見

開
く

。

水
樹
、

急
い

で

資
料

を
確
認

す
る

。
資

料
に
は
「
高

村
秀

平 

63

歳
」
と
書

か
れ

て

い
る

。
水

樹
、
絶

句

す
る

。 

水
樹
「

失
礼

で
す

け
ど
、
免
停

で
の

再
取
得

で
す

か

？
」 

高
村
「

い
え

！

運
転
は

全
く

の

初
心
者

で
す

！

」 

 
 

 

水
樹

、

目
を
見

開
い

て

高
村
を

見
る

。 

高
村
「

あ
の

、

先
生
の

お
名

前

は
？
」 

水
樹
「…

遠

野

水
樹

で

す
」 

高
村
「

こ
れ

か

ら
よ
ろ

し
く

お

願
い
致

し
ま

す

！
」 

 
 

 

水
樹

、
目

を
泳
が

せ
て

か

ら
咳
払

い
を

す

る
。 

水
樹
「

で
は

高
村

さ
ん
。
早
速

乗
っ

て
み
ま

し
ょ

う

」 

 
 

 

水
樹

と

高
村
、
教
習

車
の

方
へ
歩

き
始

め

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
校

内

コ
ー
ス

・
教

習

車
内 

 
 

 

高
村

、

額
に
大

汗
を

か

い
て
、

肩
を

怒

ら
せ

て
運
転

し
て

い

る
。 

水
樹
「

そ
ん

な
に

緊
張
し

な
く

て

も
大
丈

夫
で

す

よ
。 
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私
の
方

に
も

ブ

レ
ー
キ

が
つ

い

て
い
ま

す
か

ら

」 
高
村
「

は
い

！

」 

 
 

 
車
は

ゆ

っ
く
り

と
前

に

進
ん
で

い
く

。 

水
樹
「

失
礼

で

す
け
ど

、
高

村

さ
ん
の

ご
年

齢

で
免 

許
を
取

ろ
う

と

す
る
の

は

珍

し

い
で
す

よ
ね

」 

高
村
「

は
い

！

」 

水
樹
「

今
回

は

ど
う
し

て
？

」 

高
村
「

は
い

！

」 

 
 

 

ハ
ン

ド

ル
を
握

る
高

村

の
手
が

震
え

て

い
る
。 

水
樹
「…

運

転

、
怖

い

で
す

か

？
」 

 
 

 

高
村

、

は
っ
と

し
て

水

樹
を
見

る
。 

高
村
「

い
え

、

大
丈
夫

で
す

！

怖
く
な

ん
か

、

な
い

で
す
！

」 

水
樹
「

怖
く

な

い
？
」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

の

横
顔

を

見
つ
め

る
。

高

村
、

ア
ク
セ

ル
を

踏

む
。
車

が
ス

ピ

ー
ド

を

上
げ

て

S

字
カ

ー
ブ

に

差
し
掛

か
る

。
水

樹
、
横

か
ら
ハ

ン
ド

ル

を
持
ち

操
作

し

よ
う
と

す
る

。 

水
樹
「

ハ
ン

ド

ル
、

少

し
左

に

戻
し
ま

し
ょ

う

」 

高
村
「

え
？

」 
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水
樹

、

ハ
ン
ド

ル
を

操

作
し
よ

う
と

す

る
が

高
村
が

強
く

握

り
し
め

て
い

る

為
動

か

な
い

。 

水
樹
「

ハ
ン

ド

ル
で
す

、
戻

し

て
く
だ

さ
い

」 

高
村
「

ハ
ン

ド

ル
？
」 

水
樹
「

今
、
高

村

さ
ん
が

手
で

握

っ
て
い

る
物

で

す
！
」 

 
 

 

高
村

、

は
っ
と

し
て

手

を
見
る

。
焦

っ

て
、

い
き
な

り
ハ

ン

ド
ル
を

大
き

く

右
に

切

り
、

ア
ク
セ

ル
を

強

く
踏
む

。
車

が
大

き
く

傾

く
。 

 
 

 

水
樹

、

慌
て
て

ブ
レ

ー

キ
を
踏

む
が

間

に
合

わ
ず
、
車
は

溝
に

は
ま
っ

て
傾

い

て
し
ま

う
。 

水
樹
「

き
ゃ

あ

！
」 

水
樹
と

高
村

、

目
を
閉

じ
る

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス 

脱
輪
し

て
傾

い

て
い
る

教
習

車

。
近

く

を
走

っ
て
い

た
桐

島

、
心
配

そ
う

に

見
つ
め

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

の
ベ

ン
チ

（

夕
） 

 
 

 

水
樹

が

仏
頂
面

で
座

っ

て
い
る

。
高

村

が
水

樹
に
向

か
っ

て

、
深
く

頭
を

下

げ
て
い

る
。 
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高
村
「

先
生

！

本
当

に

申
し

訳

あ
り
ま

せ
ん

！

」 

 
 

 
傍
ら

に

立
つ
桐

島
が

笑

顔
で
言

う
。 

桐
島
「

し
ょ

う

が
な
い

で
す

よ

。

初
め

て
の

運

転
で 

す
も
ん

緊
張

し

ま
す
よ

ね
。
よ
く

あ
る
こ

と
で

す
」 

水
樹
「

よ
く

あ

る
こ
と

で
す

か

？
」 

 
 

 

桐
島

、

水
樹

の

肩
を

小

突
く
。 

桐
島
「

お
前

の

指
導
の

問
題

で

も
あ
る

ん
だ

ぞ

～
」 

 
 

 

高
村

、

が
っ
く

り
と

肩

を
落
と

す
。 

高
村
「

私
、

や

っ
ぱ
り

退
学

で

し
ょ
う

か
」 

桐
島
「

い
え

い

え
い
え

、
大

丈

夫
で
す

よ
！

」 

高
村
「

先
生

、

本
当
に

す
み

ま

せ
ん
で

し
た

。

こ
れ

に
こ
り

ず
に

、

こ
れ
か

ら
も

ご

指
導
ご

鞭
撻

の

ほ

ど
、
ど

う
か

よ

ろ
し
く

お

願

い

し
ま
す

」 

 
 

 

高
村

、
お

辞
儀
を

し
て

立

ち
去
ろ

う
と

す

る
。

高
村
の

手
か

ら

車
の
カ

タ
ロ

グ

が
落

ち

る
。

水
樹
、

立
ち

上

が
っ
て

そ
れ

を

拾
う
。 

水
樹
「

こ
れ…

」 

 
 

 

桐
島

も

カ
タ
ロ

グ
を

覗

き
込
む

。 

桐
島
「

へ
ー

！

高
村
さ

ん
、

車

買
う
ん

で
す

か

？
」 

 
 

 

高
村

、
頭

を
か
い

て
カ

タ

ロ
グ
を

受
け

取

る
。 
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高
村
「

い
や
ー

、

60

の
手
習

い
で

お

恥
ず
か

し
い

ん

で
す
が

。
夏

に

は
女
房

を
旅

行

へ
連
れ

て

行

き

た

い
と
思

っ
て

ま

し
て
、
早
目

に
準

備
し
よ

う
か

と
」 

水
樹
「

夏
？

」 

高
村
「

は
い

。

そ
れ
じ

ゃ
あ

、

こ
れ
か

ら
車

屋

に
行

き
ま
す

の
で

。

失
礼
し

ま
す

」 

 
 

 

高
村

、

お
辞
儀

し
て

立

ち
去
ろ

う
と

す

る
。 

水
樹
「

ち
ょ

っ

と
、

待

っ
て

下

さ
い
！

」 

 
 

 

水
樹

の

大
声
に

、
高

村
、
驚
い
て

振
り

返

る
。 

 

〇
高
級

外
車

デ

ィ
ー
ラ

ー
・

シ

ョ
ー
ル

ー
ム 

 
 

 

ピ
カ

ピ

カ
の
外

車
が

立

ち
並
ぶ

。
金

額

は
ど

れ
も
数

百
万

単

位
。
水

樹
、

唖

然
と
し

て
見

渡
す
。

高
村

も

笑
顔
で

店
内

を

見
渡

す

。 

高
村
「

先
生

、

わ
ざ
わ

ざ
す

み

ま
せ
ん

。
こ

ん

な

所

ま
で
お

付
き

合

い
い
た

だ
い

て

」 

水
樹
「

高
村

さ
ん

、
本
当

に
こ

こ
で

買
う
ん

で
す

か

？
」 

 
 

 

店
員

が

、
二
人

に
近

づ

い
て
来

る
。 

店
員
「

こ
ち

ら

い
か
が

で
す

か

？
春
に

出
た

ば

か
り

の
新
作

で
す

。
す

ば
ら
し

い

デ

ザ

イ
ン
で

す
よ

ね
」 
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水
樹

、

目
の
前

の
車

を

じ
ろ
り

と
見

る

。 
店
員
「
エ

ン
ジ

ン

は

5

気
筒

タ
ー

ボ

チ
ャ
ー

ジ
ャ

ー

で
す
し

、

ト

ラ

ン
ス
ミ

ッ
シ

ョ

ン
が…

」 

水
樹
「

そ
ん

な

こ
と
よ

り
、

エ

ア
バ
ッ

グ
は

い

く
つ

付
い
て

い
ま

す

か
？

」 

店
員
「

え
？

」 

水
樹
「

運
転

の

誤
操
作

に
対

す

る
安
全

対
策

は

？
運

転
補
助

機
能

は

？
つ
い

て
い

る

ん
で
し

ょ
う

か

？
」 

店
員
「

あ
、

は

い
。
で

は
こ

ち

ら
で

詳

し
く

ご

説
明

さ
せ
て

い
た

だ

き
ま
す…

」 

 
 

 

店
員

、

慌
て
て

カ
タ

ロ

グ
を
取

り
出

す

。 

水
樹
の

横
で

話

を
聞
い

て
い

た

高
村
、

ふ
と

顔
を
上

げ
る

。

赤
い
オ

ー
プ

ン

カ
ー
が

置
い

て
あ
る

の
に

気

が
付
く

。
高

村

、
ふ
ら

ふ
ら

と
オ
ー

プ
ン

カ

ー
に
近

づ
い

て

行
く
。
水
樹

、

カ
タ
ロ

グ
を

隅

か
ら
隅

ま
で

読

ん
で
い

る
。 

水
樹
「

高
村

さ
ん

ち
ょ
っ

と
こ

こ

を
見
て

く
だ

さ

い
」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

が

い
な

い

こ
と
に

気
が

付

く
。

水
樹
、

き
ょ

ろ

き
ょ
ろ

す
る

。

高
村

が

、
オ

ー
プ
ン

カ
ー

に

乗
っ
て

い
る

の

が
見

え

る
。 
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水
樹
「

高
村

さ

ん
？
何

や
っ

て

る
ん
で

す
か

？

」 

 
 

 
水
樹

、

高
村

に

近
づ

く

。 

高
村
「

先
生

。

私
、

こ

れ
に

し

ま
す
」 

水
樹
「

え

！ ？
こ
れ

、
オ
ー

プ
ン

カ

ー
で
す

よ
？

」 

高
村
「

こ
れ

が

、
い
い

ん
で

す

」 

水
樹
「

屋
根

が

な
い
車

は
、

安

全
面
は

ど
う

な

ん
で

し
ょ
う

か

。

も

し
何
か

に
ぶ

つ

か
っ
た

ら…

」 

高
村
「

だ
け

ど

赤
い
車

、
か

っ

こ
い
い

じ
ゃ

な

い
で

す
か
」 

 
 

 

水
樹

、

む
っ
と

し
て

高

村
に
言

い
返

そ

う
と

す
る
が

、
車

の

金
額
が

目
に

入

り
、

絶

句
す

る
。
金

額
は

「8
6

0

万
」

と
あ

る

。 

水
樹
、

驚
い

て

金
額
を

指
差

す

。 

水
樹
「

ち
ょ

、

ち
ょ
っ

と
高

村

さ
ん
、

こ
れ

！

」 

 
 

 

高
村

、

水
樹

に

力
強

く

頷
い
て

見
せ

る

。 

高
村
「

先
生

、

私
は
も

う
若

く

は
あ
り

ま
せ

ん

。
こ 

れ
と
言

っ
て

趣

味
や
特

技
も

あ

り
ま
せ

ん
。

製

薬 

会
社
の

営
業

を

こ
つ
こ

つ

30

年
間

や
っ
て

来
た 

だ
け
の

人
生

で

す
」 

 
 

 

高
村

、

ハ
ン
ド

ル
を

握

り
締
め

る
。 



桐乃さち 『グッド・ドライバー』 

14 

 

高
村
「

だ
け

ど

退

職
金
だ

け
は

残

っ
て
い

る
ん

で

す
」 

 
 

 
高
村

、

店
員

を

見
つ

め

て
言
う

。 

高
村
「

こ
の

車

、
キ
ャ

ッ
シ

ュ

で
購
入

し
ま

す

」 

 
 

 

水
樹

、
ぽ

か
ん
と

口
を

開

け
て
高

村
を

見

る
。 

 

〇
繁
華

街
・

道

（
夜
） 

 
 

 

高
村

と

水
樹
、
並
ん

で
歩

い
て
い

る
。
高
村

、

デ
ィ
ー

ラ
ー

の

紙
袋
を

持
っ

て

い
る

。 

高
村
「

一
か

月

後
納
車

で
す

っ

て
。
家

の
車

庫

、
掃 

 

除
し

て
お

か

な
い
と

な
ぁ

」 

 
 

 

水
樹

、

立
ち
止

ま
っ

て

地
面
を

見
つ

め

る
。

高
村
、

水
樹

の

様
子
に

気
付

く

。 

高
村
「

先
生

、
今

日
は
お

付
き

合

い
い
た

だ
い

て

あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
し

た
。
お
礼

に
ご
飯

で
も

ご 

ち
そ
う

さ
せ

て

下
さ
い

」 

水
樹
「

結
構

で

す
！
も

う
帰

り

ま
す
か

ら
」 

 
 

 

水
樹

、

足
早

に

立
ち

去

ろ
う
と

す
る

。

し
か

し
、
路

上
に

停

め
た
車

か
ら

数

人
の

若

者
が

降
り
て

く
る

の

を
見
て

、
は

っ

と
し
て

立
ち

止
ま
る

。
若

者

が
ポ
ケ

ッ
ト

に

車
の

鍵

ら
し
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き
物
を

入
れ

て

い
る
の

が
見

え

る
。
若

者
達

、

居
酒
屋

へ
入

っ

て
行
く

。 

水
樹
、
勢
い

よ
く

振
り
返

っ
て

高

村
を

見

る
。 

水
樹
「

高
村

さ
ん

！
や
っ

ぱ
り

ご

飯
行
き

ま
し

ょ

う
」 

高
村
「

あ
、

そ

う
で
す

か
！

良

か
っ
た

。
で

は

こ
の 

先
に
い

い

レ

ス

ト
ラ
ン

が…

」 

 
 

 

高
村

、

道
の
先

を
指

差

す
が
、

水
樹

は

さ
っ

さ
と
居

酒
屋

へ

入
っ
て

行
っ

て

し
ま
う

。 

高
村
「

先
生

！ ？
」 

 
 

 

高
村

も

、
慌
て

て
水

樹

の
後
を

追
う

。 

 

〇
居
酒

屋
・

店

内
（
夜

） 

 
 

 

若
者

で

賑
わ
う

居
酒

屋

。
向
か

い
合

っ

て
座

る
高
村

と
水

樹

の
前
に

ビ
ー

ル

が
置

か

れ
る

。 

 
 

 

高
村

、
嬉

し
そ
う

に
ビ

ー

ル
を
持

ち
上

げ

る
。 

高
村
「

い
や

、

こ
う
い

う
場

所

は
な
か

な
か

来

れ
ま 

せ
ん
か

ら
、

な

ん
だ
か

新
鮮

で

す
。
乾

杯

」 

 
 

 

高
村

、

乾
杯

し

よ
う

と

す
る
が

、
水

樹

は
先

ほ
ど
の

若
者

達

を
じ
ー

っ
と

見

て
い
る

。 

 
 

 

高
村

も

、
水
樹

の
視

線

の
先
を

見
つ

め

る
。
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若
者
達

の
前

に

も
ビ
ー

ル
が

置

か
れ
る

。 
若
者
達

「
か

ん

ぱ
～
い

」 

若
者
達

、
賑

や

か
に
乾

杯
し

て

ビ
ー
ル

に
口

を
つ
け

る
。

途

端
に
水

樹
が

立

ち
上

が

る
。

水
樹
、

若
者

達

の
テ
ー

ブ
ル

の

前
に

立

つ
。 

水
樹
「

は
い

、

今
ビ
ー

ル
飲

み

ま
し
た

ね
？

」 

 
 

 

水
樹

、

ス
マ
ホ

を
取

り

出
し
て

、
若

者

達
を

カ
メ
ラ

で
連

写

す
る
。 

若
者
１

「
な

、

何
な
ん

だ
よ

！

」 

水
樹
「

あ
な

た

達
、
こ

こ
へ

は

ど
う
や

っ
て

来

ま
し 

た
か
？

外
に

停

め
て
あ

る
車

で

、
で
す

よ
ね

？

」 

 
 

 

若
者

達

、
顔

を

見
合

わ

せ
る
。 

水

樹

、

伝

票

を

見

つ

め

る

。
「

飲

み

放

題

3

時
間
」
と
書

か
れ

て
い
る

。
壁

の
時

計

は

21

時
を
指

し
て

い

る
。 

水
樹
「

飲
み
放

題

3

時
間
コ

ー
ス
。
こ

の
時
間

か
ら

で
は
終

電

ぎ

り

ぎ
り
で

す
ね

。

あ
な
た

方
、

ど

う

や
っ
て

帰
る

お

つ
も
り

で
す

か

？
」 

若
者
２

「
な

ん

だ
と

！

？
誰

だ

よ
、
て

め
え

！

」 

 
 

 

若
者

達

が
い
き

り
立

つ

。
高
村

、
慌

て

て
水
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樹
の
元

へ
や

っ

て
来
る

。 
高
村
「

先
生

！

何
や
っ

て
る

ん

で
す
か

！
」 

水
樹
「

彼
ら

は

飲
酒
運

転
の

疑

い
が
あ

り
ま

す

」 

若
者
１

「
ち

っ

、
車
で

な
ん

か

来
て
ね

え
よ

！

」 

 
 

 

水
樹

、

若
者

の

ポ
ケ

ッ

ト
を
指

差
す

。 

水
樹
「

そ
の

ポ

ケ
ッ
ト

に
あ

る

鍵
が
証

拠
で

す

！
」 

 
 

 

水
樹

が

鍵
を
取

ろ
う

と

し
、
若

者
と

も

み
合

い
に
な

る
。

ビ

ー
ル
が

倒
れ

店

内
が

騒

然
と

な
る
。
高
村

、
水

樹
と
若

者
達

の

間
に

入

る
。 

高
村
「

ち
ょ

っ

と
、
待

っ
た

、

待
っ
た

！
」 

若
者
の

手
が

高

村
の
顔

に
当

た

り
、

高

村
倒

れ
る
。

水
樹

と

若
者
達

の
動

き

が
止

ま

る
。

高
村
、

頬
を

な

で
な
が

ら
立

ち

上
が
る

。 

高
村
「

い
た

た

た…

。

ち
ょ

っ

と
、
落

ち
着

い

て
。

君
達
、
代
行

を
頼

も
う
と

し
て

い

た
ん
だ

よ
ね

？
」 

若
者
１

「
は

ぁ

？
」 

水
樹
「

そ
ん

な

訳
な
い

じ
ゃ

な

い
で
す

か
！

」 

 
 

 

高
村

、

水
樹

に

小
声

で

言
う
。 

高
村
「

先
生

、

こ
こ
は

年
寄

り

に
任
せ

て
！

」 

 
 

 

騒
ぎ

に

気
付
き

、
店

員

が
や
っ

て
来

る

。 
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店
員
「

お
客

様

、
大
丈

夫
で

す

か
！
？

」 
高
村
「

あ
ー

は

い
は
い

。
大

丈

夫
で
す

よ
。

す

み
ま 

せ
ん
が

、

こ

の

子
達
が

帰
る

時

に
代
行

サ
ー

ビ

ス 

を
頼
ん

も
ら

え

る
か
な

」 

 
 

 

高
村

、

若
者

に

も
小

声

で
言
う

。 

高
村
「

こ
れ

か

ら
は
こ

う
い

う

こ
と
は

止
め

た

方
が

い
い
。

い
い

ね

？
」 

 
 

 

高
村

、

水
樹

を

連
れ

て

店
を
出

る
。 

 

〇
道
・

駅
前

（

夜
） 

 
 

 

高
村

と

水
樹
が

歩
い

て

い
る
。

高
村

は

、
痛

そ
う
に

手
で

頬

を
さ
す

っ
て

い

る
。 

水
樹
「…

…

す

み
ま
せ

ん
で

し

た
」 

高
村
「

先
生

、

危

な
い

じ
ゃ

な

い
で
す

か
」 

水
樹
「

危
な

い

の
は

、

あ
の

子

達
で
す

！
」 

高
村
「

い
つ

も

あ
ん
な

こ
と

し

て
る
ん

で
す

か

？
」 

水
樹
、
立
ち

止
ま

っ
て
高

村
を

睨

み
つ
け

る
。 

水
樹
「

私
の

仕

事
は
、

世
の

中

か
ら
一

人
で

も

バ
ッ 

ド
ド
ラ

イ
バ

ー

を
減
ら

す
こ

と

で
す
」 

高
村
「

だ
か

ら

っ
て
、

あ
ん

な

や
り

方…

」 
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高
村

、

呆
れ
た

よ
う

に

水
樹
を

見
つ

め

る
。 

水
樹
「

怖
く

な

い
と
か…

」 

高
村
「

え
？

」 

水
樹
「

私
は

、

運
転
が

怖
く

な

い
と
言

う
人

を

信
用

し
て
い

ま
せ

ん

。
そ
れ

に
、

か

っ
こ
い

い
と

か

、

人
に
見

せ
び

ら

か
し
た

い
と

か

、
そ
ん

な

理

由

で

車
を
選

ぶ
人

も

、…

軽

蔑
し

て

い
ま
す

！

」 

高
村
「

あ
、

い

や
あ
の

。
先

生…
…

」 

水
樹
「

私
こ

こ

で
、

失

礼
し

ま

す
」 

 
 

 

水
樹

、
踵

を
返
し

て
歩

い

て
行
っ

て
し

ま

う
。 

 
 

高
村
、

空
を

見

上
げ
て

た
め

息

を
つ
く

。 

 

〇
駅
・

改
札

（

夜
） 

 
 

 

水

樹

、IC

カ

ー

ド

を

改

札

に

叩

き

つ

け

る

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

教

室 

水
樹
が

、
前

に

立
っ
て

講
義

を

し
て
い

る
。

数
十
人

の
生

徒

が
そ
れ

を
聞

い

て
い
る

。
高

村
も
真

剣
な

表

情
で
ノ

ー
ト

を

取
っ
て

い
る

。 

水
樹
「…

以

上

が
車
の

通
行

に

つ
い
て

の
ル

ー

ル
で
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す
。
で

は

確

認

問
題
。

車
両

通

行
帯
の

無

い

道

路

で
は
道

路

の

中

央
か
ら

左
側

な

ら
ど
こ

を
走

行

し

て
も
良

い
。

○

か×

か
」 

 
 

 

生

徒

達

、

机

に

設

置

さ

れ

て

い

る

〇×

ボ

タ

ン
を
押

す
。
高
村

、
力
を

込
め

て
〇

を

押
す

。 

水
樹
「

正
解

は×

。
間
違

え
た

人

、
し
っ

か
り

教

科 

書
確
認

し
て

！

」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

の

方
を

睨

ん
で
言

う
。

高

村
、

び
く
っ

と
し

て

水
樹
を

見
る

。 

水
樹
「

で
は

も

う
一
問

。
安

全

地
帯
は

歩
行

者

が
い 

な
け
れ

ば
そ

の

中
を
通

行
す

る

こ
と
が

出
来

る

」 

 
 

 

高
村

、

唇
を
噛

ん
で

か

な
り
迷

っ
た

挙

句
、

×

を

押

そ

う

と

す

る

。

が

、

水

樹

は

そ

の

前

に
「
集

計
」

ボ

タ
ン
を

押
し

て

し
ま

う

。 

水
樹
「
正

解

は×

。
ボ

タ
ン

間
に

合

わ
な
か

っ
た

人

、 

運
転
に

必
要

な

の
は
反

射
神

経

で
す
よ

！
」 

 
 

 

高
村

、
上

目
づ
か

い
で

水

樹
を
見

つ
め

る

が
、

水
樹
は

ぷ
い

っ

と
そ
れ

を
無

視

す
る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス 
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高
村

、

肩
を
こ

わ
ば

ら

せ
て
ハ

ン
ド

ル

を
握

っ
て
い

る
。

隣

に
座
っ

て
い

る

水
樹
、

指
で

コ
ツ
コ

ツ
と

ダ

ッ
シ
ュ

ボ
ー

ド

を
叩

く

。
高

村
、
そ

れ
を

チ

ラ
チ
ラ

と
横

目

で
見

る

。 

高
村
「

あ
の

先
生

、
こ
の

間
の

こ
と

な
ん
で

す
け

ど

」 

水
樹
「

高
村

さ

ん
、
運

転
に

集

中
し
て

く
だ

さ

い
」 

 
 

 

高
村

、

急
い
で

前
を

見

る
。
水

樹
の

指

が
コ

ツ
コ
ツ

と
鳴

る

。
そ
れ

に
合

わ

せ
て

高

村
の

息
が
上

が
っ

て

い
く
。「
子

供
飛

び
出

し

注
意

」

の
看
板

。
高

村

、
思

わ

ず
急

ブ

レ
ー
キ

で
車

を
停
め

る
。

水

樹
、
驚

い
て

高

村
を

見

る
。 

高
村
「

あ
、

す

み
ま
せ

ん
」 

 
 

 

高
村

、

看
板

を

見
つ

め

る
。
唾

を
飲

み

、
恐

る
恐
る

車
を

発

進
さ
せ

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス
前 

 
 

 

の
ろ

の

ろ
と

進

む
高

村

の
車
を

、
桐

島

が
心

配
そ
う

に
眺

め

て
い
る

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

廊

下
（
夕

） 
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高
村

、

と
ぼ
と

ぼ
と

歩

い
て
い

る
。

そ

の
様

子
を
桐

島
が

心

配
そ
う

に
見

て

い
る
。

水
樹

が
歩
い

て
来

る

。
桐
島

、
呼

び

止
め
る

。 

桐
島
「

お
い

、

遠
野
！

お
前

、

高
村
さ

ん
に

厳

し
す

ぎ
。
あ

れ
じ

ゃ

パ
ワ
ハ

ラ
だ

っ

て
」 

 
 

 

高
村

が

肩
を
落

と
し

て

外
に
出

て
行

く

の
が

見
え
る

。
高

村

、
他
の

生
徒

に

ぶ
つ
か

り
、

ペ
コ
ペ

コ
謝

っ

て
い
る

。 

水
樹
「

普
通

の

指
導
を

し
て

い

る
だ
け

で
す

け

ど
」 

桐
島
「

高
村

さ

ん
頑
張

っ
て

る

じ
ゃ
ん

。
お

前

何
か 

個
人
的

な
感

情

を
高
村

さ
ん

に

ぶ
つ
け

て
な

い

？
」 

水
樹
「

別
に

。

高
村
さ

ん
は

リ

ス
ク
が

高
い

方

で
す

か
ら
、

注
意

し

て
見
て

い
る

だ

け
で
す

」 

 
 

 

桐
島

、

頭
を
か

き
む

し

る
。 

桐
島
「

あ
ー

、

ま
ぁ
い

い
や

。

俺
も
う

帰
る

け

ど
お 

前
ど
う

す
る

？

駅
ま
で

乗
せ

て

行
こ
う

か

？

」 

 
 

 

水
樹

、

桐
島

を

見
つ

め

る
。 

水
樹
「

い
い

で

す
、

歩

い
て

帰

れ
ま
す

か
ら

」 

桐
島
「

何
で

？

通

り
道
だ

し
歩

い

た
ら
遠

い
だ

ろ

？
」 

 
 

 

水
樹

、

頭
を
振

っ
て

立

ち
去
る

。
桐

島

、
水
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樹
を
見

て
た

め

息
を
つ

く
。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
居
間

（
夜

） 

 
 

 

高
村

、

練
習
問

題
の

丸

点
け
を

し
て

い

る
。

半

分

近

く×

が

点

い

て

い

る

。

高

村

、

肩

を

も
み
、

う
ー

ん

と
伸
び

を
す

る

。
高
村

、
仏

壇
の
中

の
翼

の

写
真
を

見
つ

め

る
。 

高
村
「

翼
、

お

父
さ
ん

怒
ら

れ

ち
ゃ
っ

た
よ

」 

翼
の
笑

顔
。

赤

い
ミ
ニ

カ
ー

。

高
村
、

勢
い

よ
く
起

き
上

が

っ
て
、

問
題

に

取
り

組

む
。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 

 
 

 

高
村

が

病
室
に

入
る

と

、
涼
子

と
美

子

が
同

じ
菓
子

を
食

べ

て
談
笑

し
て

い

る
。
涼

子
、

高
村
に

気
が

付

く
。 

涼
子
「

あ
ー

、

や
っ
と

来
た

。

最
近
、

全
然

来

な
い 

ん
だ
か

ら

」 

 
 

 

高
村

、

ベ
ッ
ド

脇
の

椅

子
に
座

る
。 

高
村
「

す
ま

ん

、
ち
ょ

っ
と

い

ろ
い
ろ

あ
っ

て

」 

 
 

 

涼
子

、

い
た
ず

ら
っ

ぽ

く
高
村

を
見

る

。 
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涼
子
「

な
ー

ん

か
疲
れ

た
顔

。

怪
し
い

ん
だ

か

ら
」 

 
 

 
涼
子

と

美
子
、

笑
い

合

う
。 

涼
子
「

こ
ち

ら

吉
村
さ

ん
。

お

隣
の
よ

し
み

で

仲
良 

く
し
て

も
ら

っ

て
る
の

」 

高
村
「

あ
、

こ

れ
は
。

ど
う

も

」 

 
 

 

高
村

、

美
子

に

お
辞

儀

す
る
。 

 
 

 

高
村

、

涼
子

の

机
の

上

に
あ
る

旅
行

の

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
に

気

が
付
く

。 

涼
子
「

あ
、

こ

れ
？
吉

村
さ

ん

、
退
院

し
た

ら

ご
主 

 

人
と

行
く

ん

で
す
っ

て
。
見
せ

て
も
ら

っ
て

た

の
」 

美
子
「
子

供
も
や

っ
と
大

き
く

な

っ
た
し

、
十
何
年

分

ど

か

ん

と

サ

ー

ビ

ス

し

て

も

ら

わ

な

く

ち

ゃ

」 

 
 

 

高
村

、

笑
う
涼

子
を

見

つ
め
る

。
高

村

、
棚

の
上
の

翼
の

写

真
を
見

つ
め

る

。 

高
村
「

あ
、

す

ま
ん

花

買
う

の

忘
れ
た

。
下

の

売
店 

で
買
っ

て
く

る

わ
」 

 
 

 

高
村

、

足
早
に

病
室

を

出
て
行

く
。 

美
子
「

ね
ぇ

、

優
し
い

ご
主

人

じ
ゃ
な

い
？

」 

 
 

 

涼
子

、

首
を
か

し
げ

て

笑
う
。

病
室

に

吉
村

大
樹(

1 8)

が
入

っ
て

来
る
。 
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大
樹
「

母
さ

ん

、
洗
濯

物
持

っ

て
き
た

」 

大
樹
、

美
子

の

所
へ
来

て
、

ぶ

っ
き
ら

ぼ
う

に
袋
を

置
く

。 

美
子
「

あ
ら

、

あ
り
が

と
」 

涼
子
「

息
子

さ

ん
？
」 

美
子
「

そ
う

、
今

年
高
三

。
受

験
勉

強
も
し

な
い

で

、

遊
ん
で

ば
ー

っ

か

り
い

ん
の

よ

」 

 
 

 

大
樹

、

涼
子

に

ぺ
こ

っ

と
頭
を

下
げ

る

。 

大
樹
「

別
に

遊

ん
で
ば

っ
か

じ

ゃ
な
い

よ
。

今

日
だ 

っ
て
、

ち
ゃ

ん

と
講
習

受
け

て

来
た
し

」 

涼
子
「

講
習

？

」 

美
子
「

４
月

で

18

に
な
っ

た
か

ら

、
こ
れ

よ
」 

 
 

 

美
子

、

顔
を
顰

め
て

ハ

ン
ド
ル

を
握

る

真
似

を
す
る

。
涼

子

、
大
樹

を
見

つ

め
る
。 

美
子
「

危
な

い

か
ら

止

め
て

欲

し
い
ん

だ
け

ど

ね
」 

大
樹
「

大
学

落

ち
た
ら

就
職

し

ろ
っ
て

言
っ

て

た
の 

は
そ
っ

ち

じ

ゃ

ん
。
免

許
持

っ

て
れ
ば

就
活

に

だ 

っ
て
有

利

な

ん

だ
か
ら

な
！

」 

 
 

 

美
子

、

大
樹

の

背
中

を

叩
く
。 

美
子
「

受
け

る

前
か
ら

落
ち

る

こ
と
考

え
て

ど

う
す
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ん
の
！

友
達

と

遊
び
に

行
き

た

い
だ
け

で
し

ょ

！
」 

 
 

 
大
樹

、
頬

を
膨
ら

ま
せ

て

横
を
向

く
。
涼
子

、

微
笑
を

浮
か

べ

て
大
樹

を
見

つ

め
る

。 
高
村
が

花
を

持

っ
て
戻

っ
て

来

る
。 

涼
子
「

あ
ぁ

。

あ
な
た

、
あ

り

が
と
う

」 

 
 

 

高
村

、

花
を
翼

の
写

真

の
前
に

置
く

。 

大
樹
、

目
を

見

開
き
高

村
を

見

つ
め
る

。 

高
村
、

大
樹

に

気
付
き

少
し

頭

を
下

げ

る
。 

高
村
「

俺
、

花

瓶
に
水

、
入

れ

て
来
る

わ
」 

 
 

 

高
村

、

花
瓶

を

持
っ

て

再
度
部

屋
を

出

て
行

く
。
大

樹
、

高

村
の
姿

を
目

で

追
う
。 

涼
子
、
花
を

取
り

、
翼
の

写
真

を
見

つ
め
る

。 

 

〇
水
樹

の
自

宅

・
居
間

（
夜

） 

 
 

 

一
人

暮

ら
し
用

の
小

さ

い
ア
パ

ー
ト

の

一
室
。

水
樹
、

タ
オ

ル

で
髪
を

拭
き

な

が
ら

ベ

ッ
ド

に
座
り

電
話

を

し
て
い

る
。

電

話
の

向

こ
う

か
ら
、

遠
野

葵(

5 3)

の
声
が

す
る

。 

葵
の
声

「
水

樹

、
元
気

に
し

と

る
の
？

た
ま

に

は

帰 

っ
て
き

ん
さ

い

よ
」 
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水
樹
「

は
い

は

い
、

分

か
っ

と

る
け
ぇ

」 
葵
の
声

「
お

父

さ
ん
も

心
配

し

と
る
ん

じ
ゃ

け

ぇ
。 

あ
、
今

ち
ょ

っ

と
代
わ

る
わ

」 

水
樹
「

え
っ

、

ち
ょ
っ

と
。

別

に
え
え

よ
」 

 
 

 

遠
野

雅

弘(
5 6)

の
声
が

す
る

。 

遠
野
の

声
「

水

樹
か
。

お
前

、

ま
だ
車

の
教

習

所
で 

働
い
と

る
ん

か

」 

水
樹
「…

そ

ん

な
ん
、

当
た

り

前
や
ろ

」 

遠
野
の

声
「

人

に
運
転

を
教

え

る
の
も

い
い

け

ど
、

そ
ろ
そ

ろ

い

い

年
じ
ゃ

ろ
」 

 
 

 

水
樹

、

鏡
に
映

っ
た

自

分
の
姿

を
見

る

。 

遠
野
の

声
「

助
手

席
に
乗

せ
て

も

ら
え
る

人
ぐ

ら

い
。 

見
つ
け

ら
れ

ん

の
か

」 

 
 

 

水
樹

の

お
で
こ

に
古

傷

が
あ
る

。
水

樹

、
手

で
撫
で

る
よ

う

に
触
る

。 

遠
野
の

声
「

お

い
、
水

樹
、

聞

い
と
る

ん
か

」 

水
樹
「

聞
い

と

る
よ
」 

 
 

 

水
樹

、

乱
暴

に

髪
を

拭

く
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内
コ
ー

ス
教

習

車
内 
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土
砂

降

り
の
中

高
村

が

教
習
車

を
運

転

し
て

い
る
。
水
樹

、
高

村
に
鋭

い
目

を

光
ら
せ

る
。 

高
村
「

雨
の

際

、
速
度

を
落

と

し
車
間

距
離

は

長
め 

に
取
る

。
ハ

イ
ド

ロ
プ
レ

ー
ニ

ン

グ
現
象

に

注

意
」 

高
村
、

真
剣

な

表
情
で

ぶ
つ

ぶ

つ
言

う

。
高

村
、
路

肩
に

あ

る
障
害

物
を

見

つ
め
る

。 

高
村
「

障
害

物

の
追
い

越
し

。

前
方
の

安
全

を

確
か 

め
、
バ

ッ
ク

ミ

ラ
ー

で

後
方

を

確
認
」 

 
 

 

高
村

、

方
向
指

示
器

を

出
し
て

ハ
ン

ド

ル
を

慎
重
に

右
方

向

に
切
る

。
障

害

物
を

追

い
越

し
、
方

向
指

示

器
を
左

に
出

す

。
そ
の

ま
ま

緩
や
か

に
進

み
、
元
の
道

路
に

戻

る
。
高

村
、

ほ
っ
と

息
を

吐

く
。
水

樹
、

眉

を
上

げ

て
書

類
に
〇

を
つ

け

る
。 

次
の
瞬

間
、

物

陰
か
ら

猫
が

飛

び
出

し

て
く

る
。
水

樹
、

は

っ
と
目

を
見

開

く
。

高

村
が

ブ
レ
ー

キ
を

踏

む
。
水

樹
、

少

し
体

が

前
に

傾
く
。

高
村

、

と
っ
さ

に
水

樹

の
前

に

手
を

出
す
。

車
が

停

ま
る
。

猫
は

、

悠
々

と

走
り

去
っ
て

行
く

。

高
村
、

息
を

吐

く
。 



桐乃さち 『グッド・ドライバー』 

29 

 

高
村
「

あ
ぁ

、

驚
い
た

。
大

丈

夫
で
す

か
？

」 

 
 

 
水
樹

、

自
分

の

前
に

出

さ
れ
た

高
村

の

腕
を

じ
っ
と

見
つ

め

て
い
る

。
高

村

、
慌

て

て
手

を
引
っ

込
め

る

。 

高
村
「

あ
っ

、

す
み
ま

せ
ん

」 

水
樹
「

い
え…

…

。
今

の
はO

K

で
す
」 

高
村
「

え
？

」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

と

目
を

合

わ
せ
ず

に
言

う

。 

水
樹
「
だ

か
ら…

高
村
さ

ん
が

雨

の
中
の

運
転

が

危

険
だ
と

言
う

こ

と
を
認

識
し

て
、
慎
重
に

運
転

し

て
い
た

か
ら

こ

そ

回
避

で
き

た

事
故
だ

っ
て
、
言

っ
て
る

ん
で

す

！
」 

高
村
「

あ
、

は

い
。
な

る
ほ

ど

」 

 
 

 

高
村

、

唖
然

と

し
て

水

樹
を
見

つ
め

る

。 

水
樹
「

先
に

進

ん
で
く

だ
さ

い

」 

 
 

 

高
村

、

慎
重

に

車
を

発

進
さ
せ

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス
前

（

夕
） 

 
 

 

水
樹

、
高

村
の
書

類
に

判

子
を
押

し
て

返

す
。 

高
村
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す
」 
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高
村

が

立
ち
去

ろ
う

と

す
る
。 

水
樹
「

あ
の

！

」 

高
村
「

は
い

？

」 

 
 

 

高
村

、

振
り
返

る
。 

水
樹
「

も
う

す

ぐ
、
仮

免
の

試

験
で
す

ね
」 

 
 

 

高
村

、

頭
を
ぽ

り
ぽ

り

と
か
い

て
笑

う

。 

高
村
「

あ
ぁ

は

い
。

私

の
場

合

学
科
が

問
題

で

し
て 

…

。
や

っ
ぱ

り
若

い
人
と

は
記

憶

力
が
違

い
ま

す
」 

水
樹
「

自
習

室

っ
て
ご

存
知

で

す
か
？

」 

高
村
「

自
習

室

？

い
え

、
知

り

ま
せ
ん

」 

水
樹
「

自
習

室

に
は
教

官
が

常

駐
し
て

い
ま

す

か
ら

分
か
ら

な
い

所

は
聞
け

ま
す

。

過
去
問

も
お

渡

し

出
来
ま

す
。…

今
夜
は

、
私

の

勤
務
で

す
か

ら

」 

 
 

 

高
村

、

笑
顔

に

な
る

。 

高
村
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す
！
」 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

廊

下
（
夕

） 

 
 

 

桐
島

が

、
笑
顔

で
二

人

を
見
守

っ
て

い

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

自

習
室

（

夜
） 
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「
自

習

室
」

の

プ
レ

ー

ト
。
若

い
学

生

は
、

数
人
固

ま
っ

て

お
菓
子

な
ど

食

べ
て
、

談
笑

し
て
い

る
。

高

村
は
、

机
に

か

じ
り
つ

く
よ

う
に
し

て
脇

目

も
振
ら

ず
勉

強

し
て
い

る
。 

 
 

 

水
樹

、

入
口

に

立
っ

て

高
村
を

見
つ

め

る
。

桐
島
も

や
っ

て

来
る
。 

桐
島
「

高
村

さ

ん
、
真

面
目

だ

よ
な
ぁ

」 

水
樹
「

桐
島

さ

ん
、
ま

だ
残

っ

て
た
ん

で
す

か

？
」 

桐
島
「

知
っ

て

る
？

高

村
さ

ん

奥
さ
ん

が
入

院

し
て 

る
ん
だ

っ
て

。

退
院
す

る
ま

で

に
免
許

取

り

た

い 

み
た
い

よ
。

サ

プ
ラ
イ

ズ
っ

て

や
つ
？

」 

水
樹
「

へ
ぇ

、

そ
う
だ

っ
た

ん

で
す
か

」 

桐
島
「

に
し

て
は

、
悲
壮

感
漂

っ
て

る
ん
だ

よ
な

ぁ

」 

 
 

 

高
村

、

頭
を
か

き
む

し

っ
て
い

る
。 

桐
島
「

そ
れ

に

さ
、

何

か
妙

な

癖
な
い

？
」 

水
樹
「

癖
？

」 

桐
島
「

い
つ

も

同

じ
所
で

急
に

減

速
す
る

ん
だ

よ

な
」 

 
 

 

水
樹

、

顎
に
手

を
当

て

て
思
案

顔
。 

桐
島
、

腕
時

計

を
見
る

。 

桐
島
「

も
う

そ
ろ

そ
ろ

終

わ
り

だ

な
。
今

日
雨

だ
し

、 
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駅
ま
で

車
乗

っ

て
行…

…

か

な

い
よ
な

？
」 

水
樹
「

あ…
…

」 

水
樹
が

答
え

よ

う
と
す

る
と

、

教
室
内

に
残

っ
て
い

る
生

徒

達
か
ら

嬌
声

が

上
が
る

。 

水
樹
、

目
を

吊

り
上
げ

て
教

室

に
入

ろ

う
と

す
る
が

、
桐

島

が
手
で

制
す

る

。 

桐
島
「

あ
ー

、

い
い
か

ら
、

い

い
か
ら

」 

 
 

 

桐
島

、

笑
顔

で

教
室

内

に
入
っ

て
行

く

。 

桐
島
「

こ
ら

ー

、
用
な

い
奴

は

早
く
帰

れ
～

」 

 
 

 

生
徒

達

、
笑

い

な
が

ら

帰
っ
て

行
く

。 

そ
の
集

団
の

中

に
大
樹

が
い

る

。
大
樹

、
教

室
を
去

り
際

、

高
村
に

気
付

く

。 

高
村
、

一
心

不

乱
に
教

科
書

に

向
か
っ

て
い

る
。
水

樹
、

高

村
の
姿

を
見

つ

め
る
。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
中

庭 

 
 

 

車
椅

子

に
乗
っ

た
り

、

松
葉
杖

を
つ

い

た
り

し
て
思

い
思

い

に
散
歩

を
し

て

い
る
人

達
。

木
が
新

緑
に

色

づ
い
て

い
る

。 
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〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 

 
 

 
涼
子

、

折
り
紙

を
折

っ

て
い
る

。
隣

の

ベ
ッ

ド
の
美

子
、

仰

向
け
で

雑
誌

を

読
ん
で

い
た

が
、
ぱ

た
っ

と

腕
を
下

す
。 

美
子
「

入
院

中

っ
て
ほ

ん
と

暇

ね
～
」 

 
 

 

涼
子

、

美
子

を

見
て

微

笑
む
。

美
子

、

体
を

起
こ
し

て
翼

の

写
真
を

指
差

す

。 

美
子
「

そ
の

子

、
も
し

か
し

て

お
孫
さ

ん
？

」 

 
 

 

涼
子

、

笑
っ
て

頭
を

振

る
。 

涼
子
「

う
う

ん

、
息
子

」 

美
子
「

へ
ぇ

、
子

供
の
時

の
写

真

？
今
、
お
い

く
つ

？
」 

涼
子
「…

生

き

て
た
ら

34

歳
と

3

か

月
、
か

な
」 

 
 

 

美
子

、

口
に
手

を
当

て

る
。 

美
子
「

あ
、

ご

め
ん
な

さ
い

」 

涼
子
「

う
う

ん

、
い
い

の
」 

 
 

 

涼
子

、

完
成

し

た
折

り

紙
の
兜

を
、

翼

の
写

真
の
前

に
置

く

。
涼
子

、
翼

の

写
真

を

見
つ

め
、
指

で
ほ

っ

ぺ
た
の

辺
り

を

つ
つ
く

。 

涼
子
「

も
う

ず
ー

っ
と

こ

の
笑

顔

の
ま
ま

な
の

よ

ね
」 

 
 

 

美
子

、

ベ
ッ
ド

脇
の

棚

の
引
き

出
し

を

開
け
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て
ご
そ

ご
そ

と

中
身
を

探
る

。

中
か
ら

お
菓

子
を
引

っ
張

り

出
し
て

、
涼

子
に

差
し

出

す
。 

美
子
「

こ
れ

、

良
か
っ

た
ら

息

子
さ
ん

に
」 

 
 

 

涼
子

、

笑
顔

で

受
け

取

る
。 

涼
子
「

あ
り

が

と
う
」 

 
 

 

涼
子

、

お
菓
子

を
写

真

の
前
に

置
く

。 

涼
子
、

窓
の

外

を
眺
め

る
。 

涼
子
「

そ
れ

に

し
て
も

、
全

然

来
な
い

わ
ね

ぇ

」 

病
室
に

大
樹

が

入
っ
て

来
る

。 

美
子
「

あ
ぁ

、

大
樹
。

仮
免

試

験
ど
う

だ
っ

た

？
」 

 
 

 

大
樹

、

指
で
ブ

イ
サ

イ

ン
を
作

る
。 

大
樹
「

へ
っ

へ

っ
へ
、

当
然

合

格
。
こ

れ
で

よ

う
や

く
道
路

に
出

ら

れ
る
ぜ

」 

美
子
「

あ
ー

怖

い
。
あ

ん
た

が

自
動
車

に
乗

る

な
ん

て
。
ほ

ん
と

信

じ
ら
ん

な
い

」 

 
 

 

涼
子

、

再
び
折

り
紙

を

折
り
始

め
る

。 

大
樹
「

あ
、

そ

う
い
え

ば
、

こ

の
間
お

ば
さ

ん

の
旦

那
さ
ん

見
た

よ

」 

 
 

 

涼
子

、

目
を
丸

く
し

て

大
樹
を

見
る

。 

涼
子
「

へ
ぇ

、

ど
こ
で

？
」 
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大
樹
「

俺
が

通

っ
て
る

自
動

車

教
習
所

だ
よ

」 
涼
子
「…

教

習

所
？

そ

こ
で

、

何
し
て

た
の

？

」 

大
樹
「
何

っ
て

、
も
ち
ろ

ん
車

の

運
転

。
す

ご
い
ね

、

あ
の
年

で
免

許

取
ろ
う

と
す

る

な
ん
て

。

教

習

所

で
も
話

題

の

人

っ
て
感

じ
だ

よ

」 

 
 

 

涼
子

、

ぽ
か
ん

と
し

て

大
樹
を

見
つ

め

る
。 

大
樹
「

あ
れ

、

お
ば
さ

ん
知

ら

な
か
っ

た
の

？

」 

 
 

 

美
子

と

大
樹
、

顔
を

見

合
わ
せ

る
。

涼

子
の

手
か
ら

、
折

り

紙
が
滑

り
落

ち

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

試

験
会
場 

 
 

 

数
十

人

の
生
徒

が
机

に

向
か
っ

て
試

験

を
受

け
て
い

る
。

高

村
も
そ

の
中

で

必
死

な

形
相

で
答
案

用
紙

に

〇×

を
つ
け

て
行

く
。 

 
 

 

壁
の

時

計
は

15

時
を
示

し

て
い
る

。 

高
村
、

頭
を

振

っ
て
、

書
い

た

文
字

を

消
し

ゴ
ム
で

消
す

。

力
が
入

り
す

ぎ

て
紙

が

ぐ
し

ゃ
っ
と

音
を

立

て
る
。

試
験

官

が
じ
ろ

り
と

高
村
を

睨
む

。

高
村
、

軽
く

目

礼
し
て

ま
た

答
案
に

取
り

組

む
。
手

で
、
額
の

汗
を

拭

う
。 
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〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

受

付 

 
 

 
水
樹

と

桐
島
が

落
ち

着

か
な
い

様
子

で

立
っ

て
い
る

。
二

人

と
も
、

ち
ら

ち

ら
と

壁

か
け

時
計
を

見
る

。

16

時
半
に

な
っ

て

い
る
。 

高
村
が

、
歩

い

て
や
っ

て
来

る

。
水
樹

と
桐

島
、
高

村
を

見

つ
め
る

。
高

村

、
立

ち

止
ま

り
、
少

し
間

を

置
い
て

腕
で

丸

を
作

る

。 

桐
島
、

ガ
ッ

ツ

ポ
ー
ズ

を
す

る

。 

桐
島
「

よ
っ

し

ゃ
！
」 

 
 

 

水
樹

、

手
を
合

わ
せ

て

笑
顔
に

な
る

。 

 
 

 

高
村

、

頭
を
か

き
な

が

ら
近
づ

い
て

来

る
。 

桐
島
「

一
発

合

格

な
ん

て
す

ご

い
で
す

よ
！

」 

高
村
「

あ
ー

い

や
、
な

ん
と

か

」 

 
 

 

高
村

、

水
樹

の

前
に

立

つ
。 

高
村
「

先
生

、

あ
り
が

と
う

ご

ざ
い
ま

す
」 

水
樹
「

お
礼

を

言
う
な

ん
て

ま

だ
早
い

で
す

よ

。
こ

れ
か
ら

い
よ

い

よ
路
上

講
習

で

す
」 

高
村
「

は
い

！

」 

水
樹
「

学
科

も

ま
だ
続

き
ま

す

し
、
こ

こ
か

ら

が
よ

う
や
く

本
番

な

ん
で
す

か
ら

」 
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水
樹

、

口
調

は

厳
し

い

が
顔
は

笑
顔

。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
車
庫

（
夜

） 

 
 

 

赤
い

新

車
が
停

ま
っ

て

い
る
。

車
が

大

き
す

ぎ
て
シ

ャ
ッ

タ

ー
が
途

中
ま

で

し
か

閉

ま
ら

ず
、
ボ

ン
ネ

ッ
ト

が
少
し

飛
び

出

し
て
い

る
。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
居
間

（
夜

） 

 
 

 

机
の

上

に
は
ち

ょ
っ

と

し
た
お

つ
ま

み

と

ビ

ー
ル
。
そ
し

て
、
仮
免
許

証
が

置

い
て
あ

る
。

高
村
、

ビ
ー

ル

を
掲
げ

る
。 

高
村
「

乾
杯

」 

 
 

 

高
村

、

ビ
ー
ル

を
飲

む

。
高
村

、
仏

壇

の
中

の
翼
の

写
真

を

見
つ
め

る
。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
校

内

コ
ー
ス 

 
 

 

高
村

が

教
習
車

の
運

転

席
、
水

樹
は

助

手
席

に
座
っ

て
い

る
。
教
習
車

に
は
「
仮

免
許 

練

習
中
」

標
識

が

付
い
て

い
る

。 

高
村
、

大
き

く

深
呼
吸

を
繰

り

返
す
。 
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水
樹
「

校
内

コ

ー
ス
と

同
じ

よ

う
に
走

れ
ば

、

大
丈

夫
で
す

か
ら

」 

 
 

 
高
村

、
頷

い
て
ゆ

っ
く

り

車
を
発

進
さ

せ

る
。 

 

〇
道
路

・
教

習

車
内 

高
村
の

目
に

、

標
識
や

横
断

歩

道
、
他

の
車

の
動
き

な
ど

が

一
気
に

入
っ

て

来
る
。
高
村

、

ハ
ン
ド

ル
を

持

つ
手
に

ぐ
っ

と

力
を

籠

め
る

。

速

度

メ

ー

タ

ー

が

「

30

」

を

指

し

て

い

る

。 

水
樹
「

路
上

に

出
る
と

車
の

ス

ピ
ー
ド

が
速

く

感
じ 

ら
れ
ま

す
が

、

徐
々
に

慣
れ

ま

す
。
高

村

さ

ん

、 

こ
の
道

路

の

制

限
速
度

は
何

キ

ロ
で
す

か
？

」 

 
 

 

高
村

、
目

を
漂
わ

せ
る

。「

最
高
速

度 

50

」

の
標
識

が
見

え

る
。 

高
村
「

え
っ

と

、
あ
の…

。

50

キ

ロ
で
す

」 

水
樹
「

そ
う

で

す
ね
。

一
般

道

で
は
、

ス
ピ

ー

ド
が

極
端
に

遅
い

と

事
故
を

誘
発

す

る
原
因

に
も

な

り

ま
す
。

交
通

の

流
れ
に

乗
っ

て

み
ま
し

ょ
う

」 

 
 

 

高
村

、

唾
を
飲

み
込

み

、
少
し

ず
つ

ア

ク
セ

ル
を
踏

み
込

ん

で
い
く

。
ス

ピ

ー
ド
メ

ー
タ
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ー
が
「

40

」
、
「

50

」

と
上
が

っ
て

い

く
。 

水
樹
「

は
い

、

い
い
で

す
。

で

は
そ
の

ま
ま

の

ス
ピ

ー
ド
を

保
っ

て

真
っ
す

ぐ
行

き

ま
し
ょ

う
」 

高
村
「

は
い

」 

 

〇
道
路

脇
の

歩

道 

大
き
な

歩
道

。

高
村
の

教
習

車

の
数
十

メ
ー

ト
ル
先

に
、

親

子
連
れ

が
歩

い

て
い
る

。 

 

〇
道
路

・
教

習

車
内 

高
村
、

親
子

連

れ
を
見

つ
め

て

、
徐
々

に
ス

ピ
ー
ド

を
落

と

す
。
前

の
車

と

の
車
間

距
離

が
開
い

て
行

く
。
水
樹
、
高
村

の
顔

を

見
る

。 

水
樹
「

ど
う

か

し
ま
し

た
？

」 

高
村
「

あ
、

い

や
。

あ

そ
こ

に

、
子
供

が
」 

 
 

 

水
樹

、

親
子

を

見
つ

め

る
。 

水
樹
「

段
差

の

あ
る
歩

道
に

い

ま
す
し

、
お

母

さ
ん 

が
手
を

引
い

て

い
る
か

ら
大

丈

夫
で
し

ょ
う

」 

 
 

 

し
か

し
、
高
村
は

ア
ク

セ

ル
か
ら

足
を

離

す
。

ス
ピ
ー

ド
メ

ー

タ
ー
「

40

」
、「

30

」
と
ス
ピ
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ー
ド
が

落
ち

て

行
く
。 

 

〇
道
路

脇
の

歩

道 
高
村
の

車
が

親

子
の
横

を
す

れ

違
お
う

と
す

る
時
、

子
供

が

ハ
ン
カ

チ
を

落

と
し
、

そ
れ

を
拾
お

う
と

そ

の
場
で

し
ゃ

が

む
。 

 

〇
道
路

・
教

習

車
内 

高
村
「

あ
っ

！

」 

 
 

 

高
村

、

急
ブ
レ

ー
キ

を

踏
む
。

ク
ラ

ク

シ
ョ

ン
が
鳴

ら
さ

れ

る
。
水

樹
の

体
が

前
に

傾

く
。 

水
樹
「

高
村

さ

ん

！ ？
」 

 
 

 

高
村

、
前

を
向
い

て
荒

い

呼
吸
を

し
て

い

る
。

親
子
は

歩
き

去

る
。
水

樹
、

後

方
を

見

る
。

他
の
車

は
高

村

達
の
車

を
追

い

越
し
て

行
く

。 

水
樹
「

と
り

あ

え
ず
、

路
肩

に

寄
せ
ま

し
ょ

う

」 

高
村
「…

は

い

」 

 
 

 

高
村

、

方
向
指

示
器

を

出
し
て

車
を

路

肩
に

寄
せ
る

。
高

村

、
た
め

息
を

つ

く
。 

水
樹
「

高
村

さ

ん
、
学

科
で

も

お
話
し

し
ま

し

た
け 
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ど
。
急

な
速

度

低
下
は

追
突

さ

れ
る
原

因

に

な

り 
ま
す
の

で
、

危

な
い
で

す
」 

高
村
「

す
み

ま

せ
ん
」 

水

樹

「

確

か

に

危

険

を

予

測

す

る

の

は

大

切

で

す

。

け
ど
、
先

ほ
ど

の

場
合
は

そ
れ

ほ

ど
の
危

険
は

な

か
っ
た

と

思

い

ま
す
」 

高
村
「

子
供

が

急
に
飛

び
出

し

て
き
た

ら
っ

て

思
っ 

た
ら
、

つ
い…

…

」 

水
樹
「

お
母

さ

ん
が
手

を
引

い

て
い
ま

し
た

し…

」 

高
村
「

子
供

が
手

を
振
り

切
っ

て

走
っ
て

き
た

ら

？
」 

水
樹
「

高
村

さ
ん

、
制
限

速
度

を
守

っ
て
い

れ
ば…

」 

高
村
「

だ
け

ど

！
」 

 
 

 

高
村

、

勢
い
込

ん
で

水

樹
を
見

る
。 

高
村
「

も
し

相

手
の
動

き
に

気

付
け
な

か
っ

た

ら
？

も
し
ブ

レ
ー

キ

が
遅
れ

た
ら

？

私
は
何

か
あ

っ

た

ら
す
ぐ

反
応

で

き
る
若

い
人

達

と
は
違

う
ん

だ

！
」 

 
 

 

高
村

、

ハ
ン
ド

ル
に

頭

を
打
ち

付
け

る

。
水

樹
、
唖

然
と

し

て
高
村

を
見

つ

め
る
。 

高
村
「

す
み

ま

せ
ん
！

つ
い

悪

い
想
像

ば
か

り

し
て 

し
ま
っ

て
」 
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水
樹

、

高
村

を

心
配

そ

う
に
見

つ
め

る

。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室
（

夕

） 

 
 

 

涼
子

、

外
を
眺

め
て

い

る
。
し

と
し

と

と
、

雨
が
降

っ
て

い

る
。
美

子
は

席

を
外

し

て
い

て
い
な

い
。

高

村
が
入

っ
て

来

る
。 

高
村
「

ご
め

ん

、
遅
れ

て
。

こ

れ
、
洗

濯
物

」 

 
 

 

高
村

、

テ
ー
ブ

ル
に

紙

袋
を
置

く
。 

涼
子
、

外
の

雨

を
眺
め

続
け

る

。 

高
村
「

も
う

夜

ご
飯
食

べ
た

か

？
足
り

な
い

か

と
思

っ
て
、

サ
ン

ド

イ
ッ
チ

買
っ

て

き
た
け

ど
」 

 
 

 

高
村

、

パ
ン
屋

の
袋

も

置
く
。 

涼
子
、

無
視

し

て
外
を

見
続

け

て
い
る

。 

高
村
「

す
ま

ん

、
最
近

あ
ん

ま

り
来
れ

な
く

て

」 

 
 

 

涼
子

、
振

り
返
っ

て
鋭

い

目
で
高

村
を

見

る
。 

涼
子
「

あ
な

た

、
自
動

車
の

教

習
所
に

通
っ

て

る
っ

て
本
当

な
の

？

」 

 
 

 

高
村

、

目
を
見

開
い

て

涼
子
を

見
つ

め

る
。 

涼
子
「

近
所

の

人
に
も

電
話

で

聞
い
た

わ
。

家

に
赤

い
派
手

な
車

が

停
ま
っ

て
い

る

そ
う
ね

」 
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高
村
の

目
が

泳

ぐ
。
涼

子
、

手

が
震

え

る
。 

涼
子
「

あ
な

た

、
免
許

を
取

っ

て
何
す

る
つ

も

り
？

そ
の
車

に
乗

る

つ
も
り

な
の

？

ま
さ
か

よ
ね

？

違

う
わ
よ

ね
？

」 

 
 

 

涼
子

、

唇
を
噛

み
締

め

て
こ
ぶ

し
を

握

る
。 

高
村
「

涼
子

、

ち
ょ
っ

と
落

ち

着
い
て

。
確

か

に
教

習
所
に

通
っ

て

る
。
車

も
買

っ

た
。
け

ど…

」 

涼
子
の

手
が

震

え
て
い

る
。

涼

子
、

パ

ン
の

袋
を
高

村
に

投

げ
つ
け

る
。

サ

ン
ド
イ

ッ
チ

が
床
に

落
ち

て

、
無
残

に
潰

れ

る
。 

涼
子
「

翼
の

こ

と
、

も

う
忘

れ

た
の

！ ？
」 

 
 

 

涼
子

の

目
に
み

る
み

る

涙
が
溜

ま
る

。 

涼
子
の

大
声

に
、
部
屋
中

の
視

線

が
集

ま

る
。 

涼
子
「

あ
の

子

が…

あ

の
子

が

ど
ん
な

目
に…

」 

涼
子
、

声
を

震

わ
せ
る

。
コ

ン

ビ
ニ

の

袋
を

持
っ
て

戻
っ

て

き
た
美

子
が

、

異
変

に

気
付

い
て
ド

ア
の

辺

り
で
立

ち
止

ま

る
。 

 
 

 

硬
直

し

て
い
る

高
村

を

見
て
、

涼
子

が

皮
肉

そ
う
に

笑
う

。 

涼
子
「

あ
ぁ

、

そ
っ
か

。
私

が

も
う
す

ぐ
死

ぬ

と
思
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っ
て
る

ん
だ

。

そ
う
な

ん
だ

。

そ
う
し

た
ら

車

だ

っ
て
、

何
だ

っ

て
好
き

に
乗

れ

る
も
の

ね
」 

高
村
「

そ
れ

は

、
違
う

！
」 

 
 

 

涼
子

、

息
が
荒

く
な

る

。 

涼
子
「

私
は

そ

ん
な

車

、
絶

対

に
乗
ら

な
い

！

見
た

く
も
な

い
！

家

に
だ
っ

て
、

帰

ら
な
い

か
ら

！

」 

 
 

 

涼
子

の

声
に
気

付
き

看

護
師
が

や
っ

て

来
る
。 

看
護
師

「
高

村

さ
ん
？

ど
う

し

ま
し
た

？
」 

高
村
「

涼
子…

…

」 

涼
子
「

も
う

帰

っ
て
！

帰
っ

て

よ
！
」 

 
 

 

涼
子

、

興
奮

し

て
枕

を

投
げ
る

。
高

村

の
胸

に
当
た

る
。

看

護
師
、

慌
て

て

ナ
ー
ス

コ
ー

ル
を
押

す
。
涼
子

、
過
呼

吸
の

よ
う

に
な
る

。 

看

護

師

「

先

生

！2
0

3

の

高

村

さ

ん

呼

吸

乱

れ

て

い

ま
す
。

お

願

い

し
ま
す

」 

 
 

 

西
田

が

や
っ
て

来
る

。

西
田
、

涼
子

の

肩
に

手
を
置

く
。 

西
田
「

高
村

さ

ん
落
ち

着
い

て

。
ま
ず

は
、

ゆ

っ
く

り
深
呼

吸

し

ま

し
ょ
う

か
」 

 
 

 

呆
然

と

立
ち
尽

く
す

高

村
。
看

護
師

が

カ
ー
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テ
ン
を

閉
め

る

。
高
村

の
目

の

前
で

カ

ー
テ

ン
が
閉

め
ら

れ

る
。
高

村
、

ふ

ら
ふ
ら

と
病

室
の
出

口
に

向

か
う
。

高
村

、

他
の

患

者
に

ぶ
つ
か

り
、

バ

ッ
グ
を

落
と

す

。
教
習

所
の

テ
キ
ス

ト
が

落

ち
る
が

、
そ

れ

に
気

づ

か
ず

バ
ッ
グ

だ
け

を

拾
う
。

美
子

が

テ
キ
ス

ト
を

拾
い
、

高
村

に

声
を
か

け
よ

う

と
す
る

が
、

高
村
は

立
ち

去

っ
て
し

ま
う

。

美
子
、

テ
キ

ス
ト
を

見
つ

め

る
。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
和
室

（
夜

） 

 
 

 

高
村

、

仏
壇

の

前
に

正

座
し
て

翼
の

写

真
を

見
つ
め

て
い

る
。
膝
の
上

で
こ

ぶ

し
を

作

る
。 

高
村
「

翼…
…

」 

 
 

 

高
村

、

た
め
息

を
つ

い

て
手
で

目
を

覆

う
。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室
（

夜

） 

 
 

 

電
気

が

消
え
て

い
る

。

涼
子
、

ベ
ッ

ド

に
寝

て
、
鼻

に
酸

素

吸
入
器

を
つ

け

て
静

か

に
目

を
つ
ぶ

っ
て

い

る
。

カ

ー
テ

ン

の
裏

に

美
子
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が
立
ち

小
声

で

話
し
か

け
る

。 
美
子
「

ト
ン

ト

ン
。

ち

ょ
っ

と

、
い
い

？
」 

涼
子
「

う
ん

、

大
丈
夫

」 

 
 

 

美
子

、

カ
ー
テ

ン
を

開

け
て
入

っ
て

来

る
。 

美
子
「

高
村

さ

ん
、
大

丈
夫

？

」 

涼
子
「

う
ん
、
大

騒
ぎ
し

ち
ゃ

っ

て
ご
め

ん
な

さ

い

」 

 
 

 

美
子

、

ベ
ッ
ド

脇
の

椅

子
に
座

る
。 

美
子
「

こ
っ

ち
こ

そ
、
家

の
バ

カ
息

子
が
ご

め
ん

ね

。

事
情
も

知
ら

な

い
の
に

、
余

計

な
こ
と…

…

」 

 
 

 

涼
子

、

笑
っ
て

頭
を

振

る
。 

美
子
「

立
ち

入

っ
た
こ

と
聞

く

よ
う
だ

け
ど…

、
も

し
か
し

て

息

子

さ
ん
？

」 

 
 

 

涼
子

、

頷
く
。

美
子

、

手
を
口

に
当

て

息
を

飲
む
。

涼
子

、

自
分
の

手
を

見

つ
め
る

。 

涼
子
「

あ
っ

と

い
う

間

だ
っ

た

の
。
桜

が
き

れ

い
な 

季
節
だ

っ
た

。

私
は
翼

と
手

を

つ
な
い

で
歩

い

て 

い
た
の

。
だ

け

ど
、

翼

が
道

の

向
こ
う

に

友

達

を 

見
つ
け

て
、

突

然
私
の

手
を

放

し
て
走

り

出

し

た 

の
。
そ

こ
に

車

が…

」 

美
子
、

辛
そ

う

に
目
を

伏
せ

る

。 



桐乃さち 『グッド・ドライバー』 

47 

 

涼
子
「

相
手

の

車
は
ス

ピ
ー

ド

も
出
て

な
か

っ

た
か 

ら
大
き

な

落

ち

度
は
な

か
っ

た

の…

。

だ
け

ど

翼 
は…
、

目
を

覚

ま
さ
な

か
っ

た

」 

 
 

 

涼
子

、

頭
を
振

っ
て

た

め
息
を

つ
く

。 

涼
子
「

車
は

、

怖
い
。

車
が…

憎
い
。

今
後

、

一
生

車
に
は

関
わ

ら

な
い
。

も
う

何

十
年
も

、

そ

う

し

て
生
き

て

来

た

の
に
」 

美
子
「…

ち

ょ

っ
と
、

待
っ

て

て
」 

 
 

 

美
子

、

一
度
自

分
の

ベ

ッ
ド
に

戻
り

、

テ
キ

ス
ト
を

持
っ

て

戻
っ
て

来
る

。 

涼
子
「

こ
れ…

」 

美
子
「

旦
那

さ

ん
の
忘

れ
物

。

悪
い
け

ど
ち

ょ

っ
と

見
ち
ゃ

っ
た

」 

 
 

 

美
子

、

テ
キ
ス

ト
を

涼

子
に
渡

す
。 

美
子
「

私
に

何
も

言
う
こ

と
は

出

来
な
い

け
ど

さ…

。

旦
那
さ

ん
、
何
か

考
え
が

あ
る

ん

じ
ゃ
な

い
か

な

」 

 
 

 

涼
子

、

テ
キ
ス

ト
を

じ

っ
と
見

つ
め

る

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

受

付 

 
 

 

桐
島

が

暗
い
顔

で
書

類

を
見
つ

め
て

い

る
。
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水
樹
、

慌
て

て

駆
け
寄

っ
て

く

る
。 

水
樹
「

高
村

さ

ん
か
ら

退
学

届

け
が
提

出
さ

れ

た
っ

て
、
本

当

で

す

か

！ ？
」 

 
 

 

桐
島
、
書

類
を
見

せ
る

。「

退
学
届

け
」
高

村

の
サ
イ

ン
と

印

鑑
も
押

し
て

あ

る
。 

桐
島
「

何
度

電

話
し
て

も
つ

な

が
ん
な

い
し…

。
高

村
さ
ん

、
ど

う

し
ち
ゃ

っ
た

ん

だ
ろ
う

な…

」 

 
 

 

水
樹

、

桐
島

か

ら
書

類

を
受
け

取
っ

て

、
じ

っ
と
見

つ
め

る

。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
玄
関

外 

 
 

 

水
樹

、

中
の
様

子
を

伺

う
。
何

の
音

も

し
な

い
。
水

樹
、

チ

ャ
イ
ム

を
押

す

。 

高
村
の

声
「

は

ー
い
」 

 
 

 

高
村

が

顔
を
出

す
。

水

樹
を
見

て
、

驚

く
。 

高
村
「

あ…

先

生
」 

水
樹
「

ど
う

も

」 

 
 

 

水
樹

、

憮
然

と

し
て

頭

を
下
げ

る
。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
居
間 
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水
樹

、
座

っ
て
い

る

。
高
村

、
お

茶
を

出
す
。 

高
村
「

わ
ざ

わ

ざ
す
み

ま
せ

ん

、
こ
ん

な

所

ま

で
」 

水
樹
「

ど
う

し

て
、
学

校
を

や

め
る
ん

で
す

か

？
」 

 
 

 

高
村

、

頭
を
か

い
て

苦

笑
い
す

る
。 

高
村
「

い
や

、

私
に
は

や
っ

ぱ

り
無
理

か
な

っ

て
」 

水
樹
「

も
う

す

ぐ
、
卒

業
じ

ゃ

な
い
で

す
か

。

や
っ 

ぱ
り
、

私
が

厳

し
く
し

た
か

ら

で
す
か

？
」 

 
 

 

高
村

、

激
し
く

手
を

振

る
。 

高
村
「

い
え

い

え
！
違

い
ま

す

」 

水
樹
「

じ
ゃ

あ

、
ど
う

し
て…

？
」 

高
村
、
飾
っ

て
あ

る
翼
の

写
真

を

見
つ
め

る
。

水
樹
も

翼
の

写

真
を
見

つ
め

る

。 

高
村
、
立
ち

上
が

り
写
真

を
取

り

机
に

置

く
。 

高
村
「

こ
れ
、
息

子
で
す

。

6

歳
の
時

に
交
通

事
故 

で
亡
く

な
り

ま

し
た
」 

水
樹
「

え
っ

？

」 

 
 

 

水
樹

、
愕

然
と
し

て
翼

の

写
真
を

見
つ

め

る
。 

高
村
「

先
生

に

は
、
運

転
が

怖

く
な
い

っ
て

言

っ
た 

け
ど
、

あ
れ

は

強
が
り

っ
て

言

う
か…

。

本

当

は 

私
は
運

転

が

怖

い
。
誰

よ
り

も

怖
い
ん

で
す

」 
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高
村

、

翼
の
写

真
を

見

つ
め
る

。 
高
村
「

息
子

が

亡
く
な

っ
て

か

ら
は
何

十
年

も

車
に

乗
ら
な

い

生

活

を
し
て

き
ま

し

た
。
妻

が

好

き

な

旅
行
も

、

電

車

移
動
で

」 

水
樹
「

は
い

」 

高
村
「

だ
け

ど

、
先
日

妻
が

手

術
を
し

て
、

電

車
移

動
が
難

し
い

体

に
な
っ

た
ん

で

す
。
私

も
、

も

う

二
人
で

旅
行

な

ん
て
無

理
か

な

と
諦
め

て

い

た

ん

で
す
け

ど
。

ふ

と

思
い

出
し

た

こ
と
が

あ
っ

て

」 

水
樹
「

は
い

」 

高
村
「

息
子

が

亡
く
な

る
直

前

、
自
動

車
教

習

所

に

通
っ
て

い
た

こ

と
が
あ

る
ん

で

す
」 

 
 

 

水
樹

、

目
を
見

開
く

。 

水
樹
「

え
っ

、

高
村
さ

ん
、

免

許
を
取

ろ
う

と

し
た

こ
と
が

あ
る

ん

で
す
か

？

」 

 
 

 

高
村

、

頭
を
振

る
。 

高
村
「

私
じ

ゃ

な
く
て

、
妻

が

で
す
」 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 

 
 

 

涼
子

、

ベ
ッ
ド

に
座

っ

て
そ
っ

と
テ

キ

ス
ト
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を
開
く

。
赤

ペ

ン
で
多

数
の

書

き
込

み

が
さ

れ
て
い

る
。

涼

子
、
次

々
と

ペ

ー
ジ

を

め
く

る
。
ど

の
ペ

ー

ジ
に
も

細
か

い

書
き

込

み
。

涼
子
、

テ
キ

ス

ト
を
じ

っ
と

見

つ
め
る

。 

 

〇
高
村

の
自

宅

・
居
間 

 
 

 

高
村

、

翼
の
写

真
を

見

つ
め
る

。 

高
村
「

息
子

と

ド
ラ
イ

ブ
が

し

た
い
っ

て
、

妻

は
張

り
切
っ

て

い

ま

し
た
。

私
も

心

配
し
つ

つ
も

、

応

援
し
て

い
ま

し

た
。

息

子
も

車

に
乗
れ

る
の

を

楽

し
み
に

し
て

い

た
ん
で

す…

。

だ
け
ど…
」 

 
 

 

高
村

、

俯
い
て

膝
の

上

で
こ
ぶ

し
を

作

る
。 

高
村
「

そ
れ

を

思
い
出

し
た

ら

、
い
て

も
た

っ

て
も

い
ら
れ

な
く

な

っ
て

し

ま
っ

て

。
気
が

付

い

た

ら

教
習
所

に
入

学

し
て
い

ま
し

た

」 

 
 

 

高
村

、

た
め
息

を
つ

い

て
笑
う

。 

高
村
「

だ
け

ど

、
妻
か

ら
は

拒

絶
さ
れ

ま
し

た

。
そ

れ
で
は

、

意

味

が
な
い

ん
で

す

。
運
転

の
こ

と

は

金
輪
際

、
忘

れ

ま
す
」 

 
 

 

水
樹

、

翼
の
写

真
を

見

つ
め
る

。 
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水
樹
「

高
村

さ

ん
！
」 

高
村
「

は
い

？

」 

水
樹
「

あ
の

車

、
一
度

だ
け

乗

っ
て
み

ま
せ

ん

か
？

高
村
さ

ん
が

買

っ
た
、

オ
ー

プ

ン
カ
ー

で
す

」 

 
 

 

高
村

、

目
を
見

開
い

て

水
樹
を

見
つ

め

る
。 

高
村
「

い
や

、

そ
れ
は…

」 

水
樹
「

お
願

い

で
す
。

一
度

だ

け
！
私

が
運

転

し
ま

す
か
ら

！
」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

を

見
つ

め

る
。 

 

〇
大
通

り
・

車

内 

 
 

 

水
樹

が

オ
ー
プ

ン
カ

ー

を
運
転

し
て

い

る
。 

水
樹
「

今
日

は

晴
れ
て

い
て

視

界
も
良

好
で

す

。
車

通
り
も

少
な

い

で
す
ね

」 

高
村
「

そ
う

で

す
ね…
…

」 

 
 

 

高
村

、

体
を
硬

直
さ

せ

て
い
る

。 

水
樹
「

や
っ

ぱ

り
、

怖

い
で

す

か
？
」 

高
村
、
水
樹

を
見

て
苦
笑

い
を

す

る
。
水

樹
、

高
村
の

様
子

を

見
て
車

を
路

肩

に
停

め

る
。 

水
樹
「

高
村

さ
ん

、
怒
ら

な
い

で
聞

い
て
く

だ
さ

い

」 
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水
樹

、

バ
ッ
グ

か
ら

「

仮
免
許 

練

習

中
」

と
書
か

れ
た

紙

を
取
り

出
す

。 

水
樹
「

実
は

今

日
は
、

高
村

さ

ん
と
運

転
の

練

習
が 

し
た
く

て
、

来

た
ん
で

す
」 

高
村
、

驚
い

て

激
し
く

頭
を

振

る
。 

高
村
「

先
生

！

私

を
騙

し
た

ん

で
す
か

！
？

」 

水
樹
「

ご
め

ん
な

さ
い
！

け
ど

私
、
高
村
さ

ん
に

は

、

こ
の
ま

ま

諦

め

て
欲
し

く
な

い

ん
で
す

！

」 

高
村
「

や
め

て

下
さ
い

、
私

に

は
無
理

で
す

！

」 

水
樹
「

私
が

、

横
に
乗

り
ま

す

か
ら
！

」 

 
 

 

高
村

、
ド

ア
を
開

け
て

外

に
出
よ

う
と

す

る
。

水
樹
、
そ
れ

を
阻

止
し
よ

う
と

手

を
伸

ば

す
。

二
人
、

軽
く

も

み
合
う

が
、

そ

こ
に
強

い
風

が
吹
い

て
、
水
樹

の
持
つ

紙
が

飛

ば
さ
れ

る
。 

水
樹
「

あ
っ

」 

 
 

 

水
樹

、

慌
て
て

ド
ア

を

開
け
て

外
に

出

る
。 

 

〇
歩
道 

水
樹
、

走
っ

て

紙
を
追

い
か

け

る
が
、

段
差

に
躓
い

て
転

ん

で
し
ま

う
。 
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水
樹
「

き
ゃ

あ

！
」 

高
村
「

先
生

!?

大

丈
夫
で

す
か

!?

」 

 
 

 
高
村

、

車
の
外

に
出

て

水
樹
に

駆
け

寄

る
。 

水
樹
「

い
た

た…

」 

 
 

 

高
村

、

し
ゃ
が

ん
で

水

樹
の
様

子
を

見

る
。

水
樹
、
座
っ

て
足

首
を
撫

で
て

い

る
。
水

樹
、

立
ち
上

が
る

が

足
を
引

き
ず

っ

て
し
か

歩
け

な
い
。

水
樹

、

落
ち
て

い
る

紙

を
拾

う

。 

水
樹
「

高
村

さ

ん…

こ

の
足

で

は
、
私

は
も

う

運
転 

は
無
理

で
す

」 

 
 

 

高
村

、

激
し
く

頭
を

振

る
。 

高
村
「

冗
談

じ

ゃ
な
い

！
」 

 
 

 

水
樹

、「

仮
免
許 

練

習

中
」
の

紙
を

見

せ

る
。 

高
村
「

レ
ッ

カ
ー

を
呼
び

ま
し

ょ

う
。
い

や
、
こ
の

際
レ
ス

キ
ュ

ー

か
！
」 

水
樹
「

高
村

さ

ん
！
」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

の

肩
を

ゆ

さ
ぶ
る

。 

水
樹
「

私
が

つ

い
て
ま

す
！

私

は
ま
だ

、
高

村

さ
ん 

に
伝
え

た
い

こ

と
が
た

く
さ

ん

あ
る
ん

で
す

！

私 

を
、
信

じ
て

下

さ
い
！

」 
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高
村

、

眉
を
寄

せ
て

水

樹
を
見

つ
め

る

。 

 

〇
大
通

り
・

路

上 

 
 

 

車
の

前

と
後
ろ

に
「

仮

免
許 

練
習

中

」
標

識
が
付

け
ら

れ

て
い
る

。
高

村

、
不
安

そ
う

に
ハ
ン

ド
ル

を

握
り
、

た
め

息

を
つ
く

。 

水
樹
「

で
は

、

後
方
を

確
認

し

て
ゆ
っ

く
り

発

進
さ

せ
て
く

だ
さ

い

」 

高
村
「…

は

い

」 

 
 

 

高

村

、

後

方

を

確

認

し

、

ギ

ア

をD

に

入

れ

る
。
サ

イ
ド

ブ

レ
ー
キ

を
下

す

。
高
村

、
緊

張
の
面

持
ち

で

車
を
発

進
さ

せ

る
。

高

村
の

車
を
何

台
も

の

車
が
追

い
越

し

て
行

く

。 

水
樹
「

少
し

ス

ピ
ー
ド

を
上

げ

ま
し
ょ

う
。

も

ち
ろ

ん
、
車

間
距

離

に
は
注

意
し

て

」 

 
 

 

高
村

、

ア
ク
セ

ル
を

踏

み
込
む

。
メ

ー

タ
ー

が
「

40

」
、「

50

」
と
上

が
っ
て

い
く

。
数

十

メ
ー
ト

ル
先

に

横
断
歩

道
が

見

え
る
。 

高
村
「

少
し

、

減
速
し

ま
す

」 

 
 

 

高
村

、

車
の
ス

ピ
ー

ド

を
落
と

す
。 
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水
樹
「

高
村

さ
ん

、
横
断

歩
道

に
差

し
掛
か

っ
た

ら

？
」 

高
村
「

横
断

す

る
人
が

い
な

い

こ
と
が

明
ら

か

な
と 

き
は
そ

の
ま

ま

進
む
こ

と
が

出

来
ま
す

」 

 
 

 

水
樹

、

頷
く
。

高
村

、

左
右
を

見
渡

し

、
人

影
が
無

い
こ

と

を
確
認

し
て

そ

の
ま
ま

進
む

。 

 

〇
大
通

り
・

歩

道 

母
親
と

手
を

つ

な
い
だ

子
供

が

歩
い
て

い
る

。

子
供
が

、
道

端

の
花
を

見
つ

め

て
い
る

。 

 

〇
大
通

り
・

車

内 

 
 

 

高
村

が

緊
張
し

た
顔

で

親
子
を

見
つ

め

る
。 

水
樹
「…

徐

々

に
ス
ピ

ー
ド

を

緩
め
て

。
足

は

念
の

為
、
ブ

レ
ー

キ

の
上
に

構
え

て

お
き
ま

し
ょ

う

」 

 
 

 

子
供

が

、
し
ゃ

が
ん

で

花
を
摘

も
う

と

し
て

い
る
。

足
が

一

歩
道
路

に
出

て

い
る
。 

水
樹
「…

少

し
右

に
避
け

ま
し

ょ

う
。
落

ち
着

い
て

。

右
後
方

を
確

認

し
、
方

向
指

示

器
を
出

し
て

く

だ

さ
い
。

ス
ピ

ー

ド
は
徐

行
で

」 

 
 

 

高
村

、

言
わ
れ

た
通

り

に
す
る

。 
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水
樹
「

ハ
ン

ド

ル
を
少

し
右

に

切
っ
て

く
だ

さ

い
」 

 
 

 
高
村

、

ハ
ン
ド

ル
を

切

る
。
ち

ら
っ

と

子
供

を
見
る

。
幸

せ

そ
う
な

笑
顔

。 

水
樹
「

通
り

過

ぎ
た
ら

、
方

向

指
示
器

を…

」 

 
 

 

水
樹

の

言
葉
を

、
高

村

が
引
き

取
る

。 

高
村
「

左
に

出

し
、
追

い
越

し

た
対
象

が
ル

ー

ム
ミ

ラ
ー
に

映
る

距

離
ま
で

進
み

、

進
路
を

ゆ
る

や

か

に
左
に

取
る

」 

 
 

 

高
村

、

車
を
進

ま
せ

る

。
子
供

の
横

を

通
り

過
ぎ
る

。
高

村

、
バ
ッ

ク
ミ

ラ

ー
で

子

供
の

姿
を
確

認
し

、

左
車
線

に
戻

る

。 

水
樹
「

や
っ

た

！
」 

 
 

 

水
樹

、

嬉
し
そ

う
に

手

を
合
わ

せ
る

。

高
村

も
、
ほ

っ
と

し

た
よ
う

に

息

を

吐
く

。 

水
樹
「

高
村

さ

ん
！
出

来
た

じ

ゃ
な
い

で
す

か

！
」 

高
村
「…

は

い

！
」 

 
 

 

信
号

が

赤
に
な

り
、

高

村
、
車

を
停

め

る
。 

水
樹
「

高
村

さ
ん

、
ど
ん

な
に

気
を

つ
け
て

い
て

も

、

1
0

0
%

事
故
が

起

こ
ら
な

い
と

は

言
え
ま

せ
ん

」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

の

顔
を

見

る
。 
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水
樹
「

で
す

が
、
交
通
ル

ー
ル

や

マ
ナ
ー

を
守

れ

ば
、

多
く
の

事
故

は

未
然
に

防
げ

ま

す
。
そ

し
て

そ

れ

は
、
私

が
高

村

さ
ん
に

教
え

ら

れ
ま
す

」 

高
村
「

は
い

」 

 
 

 

高
村

、

大
き
く

深
呼

吸

を
す
る

。 

高
村
の

目
に

、

木
の
緑

、
鳥

の

さ
え
ず

り
、

空
の
青

さ
が

目

に
入
っ

て
来

る

。 

風
が
吹

き
、

高

村
の
髪

を
吹

き

上
げ
る

。 

高
村
、

風
の

匂

い
を
大

き
く

吸

い
込

む

。 

 

〇
高
村

の
自

宅

前
の
道

路
（

夕

） 

 
 

 

高
村

、

車
を
停

め
、

大

き
く
息

を
吐

く

。 

水
樹
「

は
い

、

お
疲
れ

様
で

し

た
」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

の

目
を

見

つ
め
る

。 

水
樹
「

高
村

さ

ん
、
学

校
に

復

帰
し
て

下
さ

い

」 

 
 

 

高
村

、

俯
い
て

黙
り

込

む
。 

水
樹
「

私
ず

っ
と

人
の
車

に
乗

れ

な
か
っ

た
ん

で

す
」 

 
 

 

水
樹

、
手

で
前
髪

を
上

げ

て
見
せ

る
。
高
村

、

そ
こ
に

あ
る

古

傷
を
見

つ
め

る

。 

高
村
「

そ
れ…

」 
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水
樹
「

私
が

子

供
の
頃

、
父

の

運
転
す

る
車

に

乗
っ

て
い
た

ら
、

急

に
ブ
レ

ー
キ

が

踏
ま
れ

ま
し

た

。

私
は
、

頭
か

ら

窓
ガ
ラ

ス
に

突

っ
込
み

ま
し

た

」 

 
 

 

高
村

、

驚
い
て

水
樹

を

見
つ
め

る
。 

水
樹
「

父
は

、

運
転
が

荒
い

ん

で
す
。

昔
は

シ

ー
ト

ベ
ル
ト

の
着

用

も
チ
ャ

イ
ル

ド

シ
ー
ト

も
、

義

務

じ
ゃ
あ

り
ま

せ

ん
で
し

た

か

ら

」 

水
樹
、

く
す

っ

と
笑
う

。 

水
樹
「

高
村

さ

ん
の
車

に
最

初

に
乗
っ

た
時

、

私
、 

高
村
さ

ん

を

父

に
重
ね

て
し

ま

っ
た
ん

で
す

」 

高
村
「
い

や
、
あ

の
時
は…

。
そ
う

と
は
知

ら
ず…

。 

本
当
に

申
し

訳

な
い
こ

と
を

！

」 

 
 

 

水
樹

、

頭
を
振

る
。 

水
樹
「
私

、
安

全

な
運
転

を
教

え

た
く
て

こ
の

仕

事

を
選
ん

だ
ん

で

す
。
だ
け

ど
、
知

れ
ば
知

る
ほ

ど

怖
く
な

っ
て

。
気

が
付
い

た
ら

自

分
で
ブ

レ
ー

キ

が
か
け

ら
れ

る
、
教
習
車

に
し

か

乗
れ
な

く
な

っ

て
い
ま

し
た

」 

 
 

 

水
樹

、

高
村

を

見
つ

め

る
。 

水
樹
「

だ
け

ど

今
日
、

高
村

さ

ん
の
車

に
は

乗

れ
ま
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し
た
。

私
は

、

車
の
運

転
が

怖

い
と
思

っ
て

い

る

人
は
グ

ッ
ド

ド

ラ
イ
バ

ー

に

な

れ
る
と

思

い

ま

す
。

高
村
さ

ん
は

、

私
が
知

る
限

り

、
最
高

の

グ

ッ

ド

ド
ラ
イ

バ
ー

で

す
。
こ

れ
か

ら

も
、
ず

っ
と

変

わ

ら
な
い

で
い

て

下
さ
い

」 

 
 

 

高
村

、

水
樹

の

視
線

を

受
け
止

め
る

。 

 

〇
道
・

駅
前

（

夜
） 

 
 

 

水
樹

、

歩
き
な

が
ら

電

話
を
か

け
て

い

る
。 

水
樹
「

あ
、

も

し
も
し

お
父

さ

ん
？
私

今
度

そ

っ
ち

に
帰
っ

た

時

、

車
の
練

習
一

緒

に
す
る

け
ぇ

。

う

う
ん
。
お

父

さ
ん

の
運
転

が
心

配

じ
ゃ
け

ぇ
。
私
、

今
度
は

絶
対

に

諦
め
ん

か
ら

」 

 
 

 

水
樹

、

笑
顔

で

空
を

見

上
げ
る

。 

 

〇
二
ノ

宮
自

動

車
教
習

所
・

校

内

コ
ー

ス
前 

 
 

 

水
樹

と

桐
島
、

教
習

車

の
ナ
ン

バ
ー

の

入
っ 

た
紙
を

持
っ

て

立
っ
て

い
る

。

桐
島
、

足
元

の
石
を

蹴
っ

飛

ば
す
。 

桐
島
「

あ
ー

あ

、
高
村

さ
ん

が

い
な
く

な
っ

て

か
ら
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つ
ま
ん

な
く

な

っ
た
よ

な
」 

水
樹
「

何
言

っ

て
る
ん

で
す

か

」 

桐
島
「

高
村

さ

ん
、
元

気
か

な

ぁ
」 

水
樹
「

き
っ

と

、
元
気

に
し

て

ま
す
よ

」 

 
 

 

水
樹

、

笑
顔

で

青
空

を

見
上
げ

る
。 

水
樹
「

桐
島

さ

ん
、
今

日
の

帰

り
、
駅

ま
で

乗

せ
て

行
っ
て

く
れ

ま

せ
ん
か

？

」 

桐
島
「

え
っ

？

」 

水
樹
「

約
束

で

す
よ
！

」 

 
 

 

水
樹

、
近

寄
っ
て

き
た

学

生
に
声

を
か

け

る
。 

水
樹
「

え
ー

と

、
中
野

さ
ん

ね

。
今
日

が
初

め

て
の

講
習
で

す
ね

。

一
緒
に

頑
張

り

ま
し
ょ

う
」 

 
 

 

水
樹

、

笑
顔

で

教
習

車

へ
向
か

う
。 

 

〇
西
田

総
合

病

院
・
病

室 

 
 

 

涼
子

、

酸
素
吸

入
器

を

付
け
、

荷
物

を

ま
と

め
て
い

る
。

美

子
、
ベ

ッ
ド

に

寝
な
が

ら
そ

の
様
子

を
眺

め

て
い
る

。 

美
子
「

高
村

さ

ん
が
い

な
い

と

退
屈
し

ち
ゃ

う

わ
」 

涼
子
「

す
ぐ

、

お
見
舞

い
に

来

る
わ
」 
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病
室

に

大
樹
が

入
っ

て

来
る
。 

大
樹
「

洗
濯

物

。

お
袋

、
着

替

え
多
す

ぎ
だ

よ

」 

 
 

 
大
樹

、

ぶ
っ
き

ら
ぼ

う

に
言
う

。
大

樹

、
上

目
づ
か

い
で

涼

子
を
見

つ
め

る

。
涼
子

、
バ

ッ
グ
に

入
れ

た

テ
キ
ス

ト
を

見

つ
め
る

。
涼

子
、
思

い
切

る

よ
う
に

言
う

。 

涼
子
「

大
樹

君

、

も
う

免
許

取

れ
た
？

」 

 
 

 

大
樹

、
頷

い
て
、
免
許

書
を

出
し
て

見

せ

る

。 

大
樹
「

あ
の…

お
ば
さ

ん
の

息

子
さ
ん

の
こ

と

聞
き 

ま
し
た

。

教

習

所
の
話

し
な

ん

か
し
て

、
ご

め

ん 

な
さ
い

」 

大
樹
、

頭
を

下

げ
る
。 

涼
子
、

笑
っ

て

頭
を
振

る
。 

涼
子
「

い
い

の

、
た
く

さ
ん

練

習
し
て

早
く

上

手
く

な
っ
て

ね

。

だ

け
ど
車

が
危

険

な
乗
り

物

だ

っ

て

言
う
こ

と
だ

け

は
、

絶

対
に

忘

れ
な
い

で
」 

大
樹
「

は
い

」 

美
子
「

高
村

さ

ん
、
あ

り
が

と

う
」 

 
 

 

美
子

と

涼
子
微

笑
み

合

う
。 

涼
子
、

バ
ッ

グ

を
持
っ

て
部

屋

を
出

る

。 
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〇
西
田

総
合

病

院
・
玄

関
前 

 
 

 
涼
子

、

酸
素

ボ

ン
ベ

を

引
い
て

外
に

出

る
。

玄
関
前

の
ロ

ー

タ
リ
ー

に
赤

い

オ
ー
プ

ン
カ

ー
が
停

ま
っ

て

い
る
。

中
か

ら

、
高
村

が
出

て
来
る

。
高

村

と
涼
子

、
見

つ

め
合

う

。 

高
村
「

涼
子

、

俺
、
免

許
取

っ

た
よ
。

家
か

ら

こ
こ 

ま
で
運

転

し

て

き
た
」 

涼
子
「

う
ん

」 

高
村
「

教
習

所

の
こ
と

ず
っ

と

黙
っ
て

て
ご

め

ん
。 

俺
が
免

許

を

取

ろ
う
と

思
っ

た

の
は…

」 

涼
子
「

う
ん

」 

高
村
「

涼
子

が

こ
れ
か

ら
は

ず

っ
と
家

に
い

る

だ
け

で
い
い

っ
て

言

っ
た
時

、
翼

が

悲
し
ん

で
る

気

が

し
た
ん

だ
」 

 
 

 

涼
子

、

高
村

を

見
つ

め

る
。 

高
村
「

あ
の

子

は
優
し

い
子

だ

っ
た
だ

ろ
。

涼

子
が

旅
行
に

行
く

の

を
諦
め

る
の

を

、
翼
は

望

ん

で

い

る
の
か

な
っ

て

」 

 
 

 

高
村

、

車
の
後

部
座

席

を
見
る

。
そ

こ

に
、

翼
の
写

真
と

ミ

ニ
カ
ー

が
置

い

て
あ
る

。 
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高
村
「

だ
っ

て

翼
は…

…

。

俺

達
の
息

子
は

、

車
が

大
好
き

だ
っ

た

だ
ろ
？

」 

涼
子
「

う
ん

、

う
ん…

…

」 

 
 

 

涼
子

、

何
度
も

頷
き

、

手
を
口

に
当

て

て
そ

の
場
で

泣
き

崩

れ
る
。

高
村

、

涼
子
の

背
に

手
を
や

り
、

涙

ぐ
む
。 

 

〇
海
沿

い
の

道 

 
 

 

赤
い

オ

ー
プ
ン

カ
ー

が

走
っ
て

い
る

。

新
品

の
若
葉

マ
ー

ク

が
陽
に

当
た

り

光
っ
て

い
る

。 

 

〇
海
沿

い
の

道

・
車
内 

 
 

 

高
村

、

ハ
ン
ド

ル
を

握

り
リ
ラ

ッ
ク

ス

し
た

表
情
で

運
転

し

て
い
る

。
隣

に
涼

子
が

乗

り
、

目
を
つ

ぶ
っ

て

い
る
。

高
村

、

涼
子
を

チ
ラ

ッ
と
見

る
。 

高
村
「

や
っ

ぱ

り
、

怖

い
？

」 

涼
子
「

う
う

ん

」 

 
 

 

涼
子

、

頭
を
振

っ
て

目

を
開
け

る
。 

涼
子
「

そ
れ

に
し

て
も

派

手
ね

～
。
お
か
し

い
わ

よ

、 
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お
じ
い

ち
ゃ

ん

が

こ
ん

な
車

」 

 
 

 
後
部

座

席
に
翼

の
笑

顔

の
写
真

と
ミ

ニ

カ
ー
。 

 
 

 
涼
子

、

風
を
受

け
て

背

伸
び
を

す
る

。 

涼
子
「

あ
ー

で

も
、

風

が
気

持

ち
い
い

」 

 
 

 

涼
子

、

酸
素
吸

入
器

を

一
瞬
外

し
、

大

き
く

深
呼
吸

を
す

る

。
高
村

が
ハ

ン

ド
ル

を

切
る

と
、
視

界
が

開

け
、
目

の
前

に

海
と

青

空
が

広
が
る

。 

高
村
「

視
界

良

好

！
今

日
も

グ

ッ
ド
ド

ラ
イ

ブ

だ
」 

 
 

 

高
村

と

涼
子
の

笑
顔

。 

 

〇
海
沿

い
の

道 

 
 

 

赤
い

オ

ー
プ
ン

カ
ー

が

ど
こ
ま

で
も

走

っ
て

行
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

完 
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